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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
語
源
は
、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
降
誕
を
祝
う
「
キ
リ
ス

ト(Christ)

」
の
「
ミ
サ(Mass=

祭

礼)

」
だ
。
新
約
聖
書
で
キ
リ
ス
ト
の

生
誕
地
と
さ
れ
て
い
る
ベ
ツ
レ
ヘ
ム

は
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
南
部
に

あ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
県

の
県
都
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
で
は「
ダ

ビ
デ
の
町
」
と
さ
れ
、
世
界
最
古
の

キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
が
存
在
し
た
。

　

１
９
６
７
年
の
第
三
次
中
東
戦
争

以
降
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
を

支
配
し
、
95
年
、
暫
定
自
治
拡
大
合

意
に
基
づ
き
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政

府
に
引
き
渡
し
た
。
そ
し
て
今
、
イ

ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ガ
ザ
地

区
を
実
行
支
配
す
る
ハ
マ
ス
と
の
戦

争
状
態
が
続
い
て
お
り
、
誘
拐
さ
れ

た
人
質
解
放
を
め
ぐ
り
戦
火
は
激
化

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。　
　

　

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー
の
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
11
月
29
日
点
灯

さ
れ
、
美
し
い
光
を
放
ち
、
摩
天
楼

の
谷
間
に
鎮
座
し
て
い
る
。
商
戦
華

や
か
な
る
ハ
ッ
ピ
ー
・
ホ
リ
デ
ー
と

は
真
逆
の
現
実
に
世
界
は
２
０
２
３

年
の
「
聖
し
こ
の
夜
」
を
果
た
し
て

ど
の
よ
う
に
迎
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー
で
11
月

30
日
午
後
５
時
、　

写
真
・
三
浦
良
一
）

西
暦
２
０
２
３
年
の

聖
し
こ
の
夜

　

日
本
料
理
に
深
い
関
心
を

持
ち
、
知
識
と
技
術
の
向
上
を

目
指
す
外
国
人
料
理
人
を
対

象
に
、
農
林
水
産
省
が
毎
年
開

催
し
て
い
る
世
界
規
模
の
コ

ン
テ
ス
ト
、
第
11
回
和
食
ワ
ー

ル
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ア
メ
リ
カ

地
区
大
会
が
4
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー

ト
・
オ
ブ
・
カ
リ
ナ
リ
ー
・
エ

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
開
催
さ

れ
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は “Your 

Perspective on Japanese Cuisine “

で
、
競
技
者
は

１
２
０
分
間
で
指
定
さ
れ
た
皿

に
5
品
を
盛
り
合
わ
せ
た
料
理

を
作
っ
た
。
日
本
料
理
の
知
識

や
経
験
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背

景
に
あ
る
哲
学
や
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
も
重
視
さ
れ
る
。今
年
は
、

全
米
か
ら
集
ま
っ
た
6
人
の
シ

ェ
フ
が
腕
を
競
い
合
っ
た
。

総
合
審
査
の
結
果
、
優
勝
は
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
の
「
勝
や
」
グ
ル

ー
プ
の
レ
ネ
・
エ
ル
ナ
ン
デ
ス

さ
ん
（
38
）。
２
位
は
ボ
ス
ト

ン
の
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
・
キ
ッ
チ

ン
の
デ
ス
モ
ン
ド
・
ユ
ー
・
ワ

イ
・
チ
ョ
ウ
さ
ん
（
63
）、
３

位
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ア
ッ
プ

ス
テ
ー
ト
の
バ
ー
ガ
ー
フ
ィ
の

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ブ
ッ
シ
ュ
さ

ん
（
20 )

が
入
賞
し
た
。
エ
ル

ナ
ン
デ
ス
さ
ん
に
は
、
京
都
の

料
亭
で
の
2
週
間
の
料
理
研
修

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

審
査
員
は
、
ア
メ
リ
カ
で
日

本
の
味
を
広
げ
て
い
る
2
人
の

日
本
人
シ
ェ
フ
：
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
に
あ
る
蕎
麦
屋
「
卯
月
」
の

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
で
あ
り
、
農

林
水
産
省
か
ら
任
命
さ
れ
た
日

本
料
理
親
善
大
使
の
小
谷
修
一

シ
ェ
フ
、
Ｎ
Ｙ
で
唯
一
の
精
進

料
理
店
「
嘉
日
」
の
元
総
料
理

長
で
、
在
職
中
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の

星
を
獲
得
し
た
阿
部
大
紘
シ
ェ

フ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
ア
イ

ア
ン
シ
ェ
フ
審
査
員
、
ラ
ジ
オ

番
組
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｓ
！
」
の
ホ
ス
ト
兼
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
、片
山
晶
子
氏
の
３
人
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、

「
だ
し
と
一
汁
三
菜
」
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
阿

部
シ
ェ
フ
と
、
米
国
唯
一
の
だ

し
専
門
店
で
あ
る
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
の
「
だ
し
尾
粂
」
の
井
上
裕

基
セ
ー
ル
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

よ
る
調
理
実
演
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
は
こ
れ
ら
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
味
わ
い
、
味
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
楽
し
ん
だ
。
表
彰
式

で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
Ｎ

Ｙ
総
領
事
館
経
済
部
の
田
井
貴

領
事
が
日
本
食
の
普
及
に
努
め

る
米
国
の
シ
ェ
フ
た
ち
に
労
い

と
感
謝
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

和
食
に
世
界
が
挑
戦

ロサンゼルス「勝や」グループのシェフ

エルナンデスさん優勝
米国大会

優勝したエルナンデスさん（中央）、２位チョウさん（右）、３位ブッシュさん（左）

優勝したエルナンデスさんの料理

https://www.news-slidemethod.com/
https://www.restaurantnippon.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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ミ
チ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ

ン
（
田
原
み
ち
社
長
）
に
併
設

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
60 

Ｎ
Ｙ
Ｃ
（
東

60
丁
目
２
０
８
番
地
、
電
話

２
１
２
・
７
５
２
・
９
２
２
９
）

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
展
が
12
月
２

日
（
土
）
か
ら
10
日
（
日
）
ま

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

炎
が
持
つ
変
幻
自
在
の
パ

ワ
ー
に
焦
点
を
当
て
た
こ
の

グ
ル
ー
プ
展
「Fiat Ignis: Let 

There Be Fire

」
で
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
か
ら
12
人

の
陶
芸
家
が
参
加
し
、
皿
、
茶

器
、
壺
、
彫
刻
作
品
や
コ
ン
テ

ン
ポ
ラ
リ
ー
な
作
品
を
展
示
。

木
が
燃
え
た
時
に
出
る
灰
が
作

り
出
す
自
然
釉
や
、
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
炎
が
織
り
な
す
芸
術
表

現
が
楽
し
め
る
作
品
展
。
日
本

人
作
家
は
武
内
樹
一
が
参
加
し

て
い
る
。
入
場
無
料
。
開
廊
時

間
は
毎
日
午
前
10
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

２
日
午
後
開
催
さ
れ
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
内
の
陶
芸
家
た
ち

１
４
０
人
余
り
が
集
ま
っ
て
同

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
オ
ー
プ
ン
を
祝

っ
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
60
Ｎ
Ｙ
Ｃ

陶
芸
展
で
オ
ー
プ
ン

マンハッタンのジオラマ
機関車模型が走る
グランドセントラル駅で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
交
通
博
物
館

が
所
有
す
る
１
９
３
０
年
代
の

Ｒ
１
／
９
車
両
が
走
行
す
る
ホ

リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
恒
例
の
「
ノ

ス
タ
ル
ジ
ー
・
ラ
イ
ド
」
が
、

今
年
も
12
月
の
毎
週
土
曜
（
全

５
回
）
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

８
両
か
ら
な
る
ビ
ン
テ
ー
ジ

車
両
に
は
１
９
３
０
年
代
の
ポ

ス
タ
ー
や
広
告
、
籐
の
座
席
、

パ
ド
ル
式
シ
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ン

（
扇
風
機
）、
白
熱
電
球
な
ど
当

時
の
ま
ま
の
内
装
で
、ビ
リ
ー
・

ス
ト
レ
イ
ホ
ー
ン
の
楽
曲
「
Ａ

列
車
で
行
こ
う
」
に
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
た
車
両
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
１
９
３
２

年
に
８
番
街
線
（
現
在
の
Ａ
・

Ｃ
・
Ｅ
線
）
で
運
行
を
開
始
し
、

１
９
７
７
年
ま
で
使
わ
れ
た
。

現
在
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
交
通
博

物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部

と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
の
走
行
ル
ー
ト
は
、
ロ

ウ
ワ
ー
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
Ｆ
線

２
番
街
駅
か
ら
午
前
10
時
、
正

午
12
時
、
午
後
２
時
と
４
時
か

ら
の
１
日
４
回
出
発
す
る
。
停

車
駅
は
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
・

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
、
ウ
エ
ス
ト

フ
ォ
ー
ス
・
ワ
シ
ン
ト
ン
ス
ク

エ
ア
、
34
丁
目
、
42
丁
目
ブ
ラ

イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク
、
47
〜
50
丁

目
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ

ー
、
59
丁
目
コ
ロ
ン
バ
ス
サ
ー

ク
ル
、
１
２
５
丁
目
、
１
４
５

丁
目
の
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
。
折

り
返
し
は
、
１
４
５
丁
目
駅
の

Ｄ
線
ホ
ー
ム
か
ら
午
前
11
時
、

午
後
１
時
、
３
時
、
５
時
に
出

発
す
る
。
毎
年
、
多
く
の
乗
客

が
当
時
の
髪
型
や
メ
イ
ク
、
ビ

ン
テ
ー
ジ
ド
レ
ス
を
着
て
乗
り

込
む
の
で
、
そ
れ
を
見
る
だ
け

で
も
楽
し
い
。
地
下
鉄
の
通
常

乗
車
料
金
の
み
で
、
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
を
楽
し
も
う
。 

詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.nytransitm
useum

.
org/holidaynostalgiarides/

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
な

電
車
に
乗
ろ
う

田原社長（左）とキュレーターを務める武内さん

　

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
風
物

詩
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
く

つ
か
あ
る
が
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ト

レ
イ
ン
の
ジ
オ
ラ
マ
も
そ
の
一

つ
だ
。

　

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
構

内
１
階
の
駅
長
室
（
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
・
マ
ス
タ
ー
室
）
隣
に
あ

る
「
鉄
道
博
物
館
売
店
」（
ア

ネ
ッ
ク
ス
）
で
は
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
か
ら
北

郊
山
岳
地
帯
ま
で
の
鉄
道
風
景

を
ま
と
め
た
動
く
鉄
道
模
型
ジ

オ
ラ
マ
が
披
露
さ
れ
て
い
る
。

　

入
場
無
料
。
午
前
10
時
か
ら

平
日
は
午
後
７
時
30
分
、
週
末

は
午
後
６
時
30
分
ま
で
。
来
年

１
月
末
ま
で
公
開
さ
れ
て
い
て

子
供
た
ち
に
人
気
だ
。

https://japanvillage.com/
tel:2122136069
https://sobaya.square.site/
https://www.hondag.com
https://www.sushiann.net/
https://www.nytransitmuseum.org/holidaynostalgiarides/
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１
９
７
３
年
に
Ｎ
Ｙ
で
結
成

さ
れ
た
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
、
Ｋ
Ｉ

Ｓ
Ｓ
の
最
終
公
演
が
１
日
と
２

日
の
２
日
間
、
マ
ジ
ソ
ン
ス
ク

エ
ア
ガ
ー
デ
ン
（
Ｍ
Ｓ
Ｇ
）
で

行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
記
念
し
11

月
30
日
夜
、
エ
ン
パ
イ
ア
ス

テ
ー
ト
ビ
ル
で
１
９
７
５
年

の
楽
曲
「Rock And Roll All 

Nite

」
と
と
も
に
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の

メ
ン
バ
ー
４
人
が
映
し
出
さ
れ

た
光
の
シ
ョ
ー
が
同
バ
ン
ド
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
チ
ャ
ン
ネ
ル
ほ
か

で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
た
。

　

Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー
、
ポ

ー
ル
・
ス
タ
ン
レ
ー
は
今
年
３

月
「
12
月
の
マ
ジ
ソ
ン
ス
ク
エ

ア
ガ
ー
デ
ン
の
２
公
演
が
バ
ン

ド
の
最
後
の
公
演
に
な
る
。
俺

た
ち
が
始
め
た
場
所
で
終
わ
ら

せ
る
ん
だ
」
と
話
し
て
い
た
。

今
回
の
シ
ョ
ー
点
灯
式
に
は

「
こ
れ
は
僕
ら
に
と
っ
て
信
じ

が
た
い
。
Ｎ
Ｙ
を
象
徴
す
る
ビ

ル
に
僕
ら
が
い
る
な
ん
て
、
想

像
を
は
る
か
に
超
え
る
出
来
事

だ
」
と
話
し
た
。
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は
Ｋ

Ｉ
Ｓ
Ｓ
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
特

別
版
メ
ト
ロ
カ
ー
ド
を
34
丁
目

駅
限
定
で
販
売
し
た
ほ
か
、
ポ

ッ
プ
ア
ッ
プ
シ
ョ
ッ
プ
で
の
限

定
グ
ッ
ズ
販
売
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
ポ
ス
ト
紙
は
記
念
版
新
聞
を

配
布
し
た
。
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
デ
ザ
イ

ン
の
タ
ク
シ
ー
な
ど
も
登
場

し
、
Ｍ
Ｓ
Ｇ
の
あ
る
34
丁
目
界

隈
は
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
フ
ァ
ン
が
大

勢
詰
め
か
け
た
。

今
回
の
光
の
シ
ョ
ー(

写

真
右
）
と
１
９
７
６
年
に

エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー
ト
ビ

ル
で
撮
影
し
た
写
真
（
上
）

KISS 最終公演に捧ぐ
エンパイアで光のショー

　

高
級
品
を
買
え
な
く
て
も
、

映
画
「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食

を
」
の
主
人
公
の
よ
う
に
、
ペ

イ
ス
ト
リ
ー
を
か
じ
り
な
が
ら

シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
眺
め
る

名
場
面
を
今
月
、実
現
で
き
る
。 

　

１
９
６
１
年
公
開
の
同
映
画

は
、
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
プ
バ
ー

ン
演
じ
る
ホ
リ
ー
が
五
番
街
の

テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
の
前
で
タ
ク
シ

ー
を
降
り
、
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド

ウ
を
眺
め
な
が
ら
紙
袋
か
ら
取

り
出
し
た
ペ
イ
ス
ト
リ
ー
を
か

じ
る
シ
ー
ン
で
始
ま
る
＝
写
真

＝
。
ホ
リ
ー
が
ペ
イ
ス
ト
リ
ー

を
購
入
し
た
店
は
実
在
し
た

「
シ
ュ
ラ
フ
ツ
」
で
、
五
番
街

の
ホ
リ
デ
ー
・
シ
ー
ズ
ン
歩
行

者
天
国
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
フ
ィ
フ

ス
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
プ
ン
・

ス
ト
リ
ー
ツ
」の
一
環
と
し
て
、

今
月
の
第
１
、２
、３
日
曜
限
定

で
、テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
本
店
の
角
、

歩
行
者
天
国
の
五
番
街
の
56
〜

57
丁
目
で
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
店
を

出
店
し
て
い
る
。
創
業
当
時
の

古
い
レ
シ
ピ
を
参
考
に
し
た
ペ

イ
ス
ト
リ
ー
や
暖
か
い
飲
み
物

は
、
ホ
リ
ー
が
抱
え
て
い
た
紙

袋
に
入
れ
て
提
供
す
る
。 

　

同
店
は
、
菓
子
職
人
の
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
Ｆ
・
シ
ュ
ラ
フ
ト
が

１
８
６
１
年
に
ボ
ス
ト
ン
で
開

業
し
た
。
Ｎ
Ｙ
店
は
、
98
年
に

西
36
丁
目
と
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

に
菓
子
店
、
１
９
１
１
年
に
は

エ
ス
コ
ー
ト
無
し
で
女
性
が
食

事
が
で
き
る
初
の
レ
ス
ト
ラ
ン

を
開
店
し
、
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ

ー
ホ
ル
や
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ

ー
、
フ
ラ
ン
ク
・
シ
ナ
ト
ラ
、

ケ
ネ
デ
ィ
ー
家
な
ど
の
著
名
人

た
ち
、
そ
し
て
ヘ
プ
バ
ー
ン
自

身
も
常
連
だ
っ
た
と
い
う
。
68

年
時
点
で
は
チ
ェ
ー
ン
店
を
55

店
舗
展
開
し
て
い
た
が
、
70
年

代
に
食
品
製
造
業
者
ピ
ル
ズ
ベ

リ
ー
に
買
収
さ
れ
、
Ｎ
Ｙ
店
も

80
年
に
閉
店
し
た
。

ヘプバーンに
なれるかも

ティファニー前で朝食を

https://www.nipponclub.org/
https://minglesoho-ny.com/
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米
国
民
主
主
義

の
先
行
き
に
不
安

感
が
高
ま
る
中
、

YouTube

を
通
じ

て
、
ス
ポ
ン
サ
ー
企

業
の
意
向
に
忖
度
す

る
事
な
く
事

実
と
デ
ー
タ

の
み
を
も
と

に
コ
ン
テ
ン

ツ
を
頻
繁
に

発
信
し
続
け

る
三
兄
弟
が

い
る
。
ベ
ン
、
ブ
レ
ッ

ト
、
ジ
ョ
ー
ダ
ン
の
マ

イ
ダ
ス
三
兄
弟
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
ロ
ン
グ
ア

イ
ラ
ン
ド
出
身
。
現
在

登
録
者
数
１
８
３
万

人
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
総

再
生
数
が
18
億
回
を
超

え
るMeidas Touch 

Network

の
運
営
者

で
あ
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ

は
、
現
役
の
弁
護
士
で

あ
る
長
男
の
ベ
ン
が
、

他
の
弁
護
士
達
と
共
に

ト
ラ
ン
プ
元
大
統
領
に
関
連
す

る
一
連
の
裁
判
に
関
し
、
分
か

り
易
く
解
説
す
る
も
の
が
主
体

で
、
番
組
を
通
じ
て
米
国
の
法

曹
界
が
司
法
の
秩
序
を
守
る
た

め
に
、
ど
れ
だ
け
の
決
意
と
苦

悩
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
、
そ
の
様
子
が
見
て
取
れ

る
。
こ
れ
ら
は
本
来
、
米
国
の

三
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
は
じ
め

と
す
る
大
手
メ
デ
ィ
ア
が
積
極

的
に
取
材
・
報
道
す
べ
き
も
の

だ
と
思
う
の
だ
が
、
来
年
の
大

統
領
選
を
意
識
し
て
な
の
か
、

左
派
の
代
表
と
揶
揄
さ
れ
る
Ｃ

Ｎ
Ｎ
や
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
で
さ
え
、

ト
ラ
ン
プ
氏
の
傍
若
無
人
か
つ

最
も
危
険
な
部
分
に
つ
い
て
は

触
れ
る
こ
と
を
避
け
て
通
っ

て
い
る
よ
う
な
印
象
が
あ
る
。

そ
ん
な
中
でMeidas Touch 

Network

は
「
嘘
を
嘘
」
と
明

言
す
る
こ
と
が
出
来
る
稀
有
な

メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
２
０
２
０

年
の
大
統
領
選
前
後
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
起
き
て
い

る
事
を
正
確
に
フ
ォ
ロ

ー
し
、
そ
れ
ら
の
事
実

を
踏
ま
え
、
次
期
大
統

領
に
誰
を
選
ぶ
の
が
米

国
に
と
っ
て
適
切
な
の

か
を
判
断
す
る
上
で
、

大
変
参
考
に
な
る
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
あ
る
と
確
信

す
る
。
同
チ
ャ
ン
ネ
ル

は
12
月
2
日
、
バ
イ
デ

ン
大
統
領
と
の
独
占
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
、

そ
の
視
聴
回
数
は
1
日

で
32
万
回
を
突
破
し

た
。
私
の
知
る
限
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア

に
よ
る
現
職
大
統
領
と

の
独
占
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
い
う
の
も
前
代
未
聞

で
あ
り
、
こ
れ
を
機
会
に
視

聴
者
数
は
急
増
す
る
だ
ろ
う
。

２
０
２
４
年
の
選
挙
結
果
は
米

国
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の

運
命
を
握
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
正
し
い

情
報
の
発
信
が
そ
の
鍵
と

な
り
、
同
メ
デ
ィ
ア
は
、

そ
の
主
導
的
役
割
を
果
た

す
こ
と
に
な
る
の
は
間
違

い
な
い
。

（
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

 江川央の DIGITAL 最前線

 www.egawanakaba.com

ロングアイランドの三兄弟は、
米国の民主主義を救えるか？

　

日
本
政
府
は
10
月
24
日
付
で

駐
米
大
使
に
山
田
重
夫
外
務
審

議
官
、
国
連
大
使
に
山
﨑
和
之

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
機
関
代
表
部

大
使
を
充
て
る
人
事
を
発
令
し

た
。

　

山
田
重
夫
氏
（
や
ま
だ
・
し

げ
お
＝
駐
米
大
使
）
１
９
８
７

年
（
昭
62
年
）
慶
大
法
卒
。
86

年
外
務
省
入
省
。
21
年
外
務
審

議
官
。
東
京
都
出
身
、
59
歳
。

　

山
﨑
和
之
氏
（
や
ま
ざ

き
・
か
ず
ゆ
き
＝
国
連
大
使
）

１
９
８
３
年
（
昭
58
年
）
一
橋

大
経
卒
、
外
務
省
へ
。
19
年
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
国
際
機
関
代
表
部
大

使
。
東
京
都
出
身
、
62
歳
。

　

山
﨑
国
連
大
使
の
主
な
略
歴

は
次
の
通
り
。
１
９
９
７
年
経

済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
）
日
本
政
府
代
表
部
一
等
書

記
官
、
２
０
０
１
年
在
米
日
本

大
使
館
参
事
官
、
03
年
北
米
局

北
米
第
一
課
長
、
05
年
外
務
大

臣
秘
書
官
、
08
年
外
務
大
臣
官

房
総
務
課
長
、
内
閣
総
理
大
臣

秘
書
官
、
21
年
在
米
日
本
大
使

館
公
使
兼
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
フ

ェ
ロ
ー
、
２
０
１
０
年
在
中
華

人
民
共
和
国
日
本
大
使
館
公

使
、
12
年
外
務
省
大
臣
官
房
参

事
官
、
14
年
内
閣
官
房
国
家
安

全
保
障
局
内
閣
審
議
官
、
15
年

外
務
省
大
臣
官
房
長
、
17
年
外

務
審
議
官
、
19
年
特
命
全
権
大

使
在
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
機
関
日

本
政
府
代
表
部
（
前
職
）。

山田駐米大使山﨑国連大使

駐
米
大
使
に
山
田
氏

国
連
大
使
に
山
﨑
氏

2023年のことば発表
　

メ
リ
ア
ム=

ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー

辞
典
は
11
月
27
日
、
２
０
２
３

年
を
最
も
象
徴
す
る
こ
と
ば
に

「authentic

」
を
選
ん
だ
こ
と

を
発
表
し
た
。 

　

同
辞
典
は
公
式
サ
イ
ト
で
、

形
容
詞authentic

は
「
明
確

に
定
義
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

し
ば
し
ば
議
論
の
対
象
と
な

る
」
と
し
な
が
ら
、
意
味
と
し

て
「
虚
偽
で
は
な
い
：real

（
本

物
の
）
やactual

（
事
実
上
の
）

の
同
義
語
」、「
自
身
の
個
性
や

精
神
、
人
格
に
誠
実
で
あ
る
」

と
複
数
あ
る
と
し
て
い
る
。
今

年
は
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
セ

レ
ブ
文
化
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の

話
題
で
、
同
単
語
の
使
用
が
著

し
く
増
加
し
た
と
い
う
。 

　

日
常
で
はauthentic dish

（
本
場
の
食
べ
物
）
や
、
英
語

圏
の
観
光
客
が
昭
和
風
情
が
残

る
下
町
の
商
店
街
や
住
宅
街

をauthentic

（
正
真
正
銘
の
）

と
表
現
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、

「
自
身
」
や
「
声
」
な
ど
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
調
す
る
形

容
詞
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
。

英
国
人
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
の
サ
ム
・
ス
ミ
ス
さ
ん
は

「authentic self

（
本
来
の
自

分
）
を
表
現
す
る
に
は
と
て
も

勇
気
が
要
る
」
と
ゲ
イ
で
あ
る

こ
と
公
表
し
、
グ
ラ
ミ
ー
賞
を

12
回
受
賞
し
カ
リ
ス
マ
的
存
在

の
テ
イ
ラ
ー
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
さ

ん
は
、
多
大
な
影
響
力
と
し
て

実
）
な
の
か
、
が
問
わ
れ
た
。 

　

同
「
ワ
ー
ズ
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
」
は
03
年
に
始
ま
り
、

毎
年
、
１
年
間
の
出
来
事
を
反

映
し
た
単
語
、
検
索
数
が
著
し

く
増
加
し
た
単
語
を
厳
選
し
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
今
年
の
リ
ス

ト
に
選
ば
れ
た
単
語
の
一
部

は
次
の
通
り
。Rizz

：
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
な
魅
力
が
あ
る
、
カ

リ
ス
マ
性
が
あ
る
こ
と
を
意

味
す
る
ス
ラ
ン
グ
で
、
今
年

９
月
に
同
辞
典
に
登
録
さ
れ

た
。Kibbutz

（
キ
ブ
ツ
）：
イ

ス
ラ
エ
ル
の
独
自
の
農
村
共
同

体
の
こ
と
で
、
イ
ス
ラ
ム
組
織

ハ
マ
ス
は
10
月
７
日
に
イ
ス
ラ

エ
ル
南
部
の
キ
ブ
ツ
を
攻
撃
し

た
。Implode

（
内
破
す
る
）：

６
月
18
日
に
潜
水
艦
タ
イ
タ

ン
が
深
海
で
内
破
し
５
人
が

犠
牲
と
な
っ
た
。Deadname

（
デ
ッ
ド
ネ
ー
ミ
ン
グ
）：
ト

ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
本
人
が

出
生
時
に
付
け
ら
れ
、
す
で

に
使
用
し
て
い
な
い
名
前
。

Doppelganger

：
ド
イ
ツ
民

話
に
基
づ
く
分
身
や
生
霊
を
意

味
す
る
。
カ
ナ
ダ
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
で
作
家
の
ナ
オ
ミ
・
ク

ラ
イ
ン
さ
ん
が
同
タ
イ
ト
ル
の

新
刊
で
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
作

家
で
陰
謀
論
者
で
あ
る
自
身
の

葛
藤
を
綴
っ
た
。Coronation

（
戴
冠
式
）：
チ
ャ
ー
ル
ズ
３

世
の
戴
冠
式
の
５
月
６
日
に

は
、
同
単
語
の
検
索
数
は
昨
年

比
で
１
５
６
８
１
％
増
だ
っ

た
。Deepfake

：
実
際
に
は

や
っ
て
い
な
い
、
言
っ
て
い
な

い
こ
と
を
し
た
個
人
を
偽
っ
た

印
象
で
伝
え
る
た
め
に
用
意
さ

れ
た
動
画
や
画
像
。
今
年
は
、

テ
ス
ラ
社
の
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス

ク
氏
の
弁
護
団
が
、
マ
ス
ク
氏

の
過
去
の
発
言
が
捏
造
さ
れ
た

と
訴
え
た
。Dystopian

：
近

年
の
気
候
危
機
を
表
す
形
容
詞

で
、
暗
黒
郷
の
よ
う
な
、
を

意
味
す
る
。Covenant

：「
契

約
」
を
意
味
す
る
名
詞
だ
が
、

３
月
27
日
テ
ネ
シ
ー
州
ナ
ッ
シ

ュ
ビ
ル
で
銃
撃
事
件
が
あ
っ
た

小
学
校
が
コ
ヴ
ェ
ナ
ン
ト
・
ス

ク
ー
ル
だ
っ
た
こ
と
、
ガ
イ
・

リ
ッ
チ
ー
監
督
映
画
「
コ
ヴ
ェ

ナ
ン
ト
」
が
公
開
さ
れ
た
こ

と
、
オ
プ
ラ
・
ウ
ィ
ン
フ
リ
ー

さ
ん
が
ブ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
で
ア

ブ
ラ
ハ
ム
・
ベ
ル
ギ
ー
ズ
著
の

新
書
『
ザ
・
コ
ヴ
ェ
ナ
ン
ト
・

オ
ブ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
』
を
推
薦

し
た
こ
と
か
ら
検
索
数
が
増
加

し
た
。Indict
（
起
訴
す
る
）：

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
前
大
統

領
が
４
州
で
重
罪
で
起
訴
さ
れ

た
。
そ
の
ほ
か
ツ
イ
ッ
タ
ー
を

改
め
た
「
Ｘ
」、
エ
ミ
ー
、
グ

ラ
ミ
ー
、
オ
ス
カ
ー
、
ト
ニ
ー

全
賞
を
制
覇
を
表
す
「EGOT

」

な
ど
、
同
リ
ス
ト
の
詳
細
は

merriam-webster.com

を
参

照
す
る
。

自
身
のauthenticity

（
ら
し

さ
）
が
評
価
さ
れ
、
王
室
離
脱

に
困
惑
す
る
ヘ
ン
リ
ー
王
子
も

同
単
語
で
自
分
ら
し
さ
を
強
調

し
て
い
る
。
ま
たChatGPT

の
利
用
が
賛
否
と
な
っ
た
今
年

は
、
学
校
の
論
文
や
政
治
家
の

発
言
や
声
明
がauthentic

（
真

メリアム=ウェブスター辞典

「authentic」を選ぶ

今
年
を
最
も
象
徴

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
多
様
も

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
︶
は
5
日
、
新
ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
ア
ブ
ダ
ビ
校

︵
在
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
︶
の

美
術
史
客
員
助
教
授
、
ミ
シ
ェ

ル
・
バ
ン
ブ
リ
ン
グ
︵M

ichele 
B

am
bling

︶
氏
＝
写
真
＝
を

起
用
す
る
と
発
表
し
た
。
来
年

2
月
1
日
付
で
就
任
す
る
。
同

氏
は
、
国
際
的
な
文
化
事
業
に

果
敢
に
取
り
組
ん
で
き
た
豊
富

な
経
験
を
持
ち
、
キ
ュ
レ
ー
タ

ー
、
日
本
美
術
史
研
究
者
と
し

て
活
躍
し
て
き
た
。
現
在
は
大

学
で
、
日
本
の
美
術
史
と
デ
ザ

イ
ン
に
焦
点
を
お
い
た
研
究
・

教
育
を
行
っ
て
い
る
。
東
京
で

育
ち
、
日
本
語
も
流
暢
な
バ
ン

ブ
リ
ン
グ
は
、
優
れ
た
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
や
豊
か
な
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
研
究
活
動
、
さ
ら
に

日
本
で
の
生
活
経
験
に
も
立
脚

し
て
、
就
任
後
は
革
新
的
な
展

覧
会
、
新
し
い
学
術
研
究
な
ら

び
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
領
域
に
お

け
る
日
本
の
芸
術
文
化
の
多
様

性
を
称
え
る
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
創
造
し
て
、
Ｊ
Ｓ
ギ
ャ
ラ
リ

ー
部
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
強
化
に

取
り
組
む
方
針
。

　
バ
ン
ブ
リ
ン
グ
氏
の
話
﹁
ジ

ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
は
、

そ
の
使
命
と
し
て
豪
快
な
変
化

の
道
を
進
ん
で
い
る
。
芸
術
と

文
化
は
、
日
本
が
世
界
に
貢
献

し
、
世
界
が
日
本
を
見
る
上
で

の
核
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
の

展
覧
会
の
た
め
に
、
常
に
精
錬

さ
れ
続
け
る
国
際
的
な
文
脈
の

中
で
の
日
本
の
伝
統
美
術
や
現

代
美
術
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
位

置
づ
け
を
検
証
し
、
そ
れ
を
来

場
者
に
体
験
し
て
も
ら
え
る
よ

う
努
め
て
行
き
た
い
﹂。

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

新
ギ
ャ
ラ
リ
ー
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

バ
ン
ブ
リ
ン
グ
氏
起
用

　
11
月
29
日
︵
現
地
時
間
︶
に

ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

元
米
国
国
務
長
官
が
逝
去
し
た

こ
と
を
受
け
、
30
日
、
岸
田
文

雄
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
ナ
ン
シ

ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
夫
人
に

宛
て
次
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出

し
た
。

 

　﹁
令
夫
人
の
御
夫
君
で
あ
る

ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

元
米
国
国
務
長
官
の
御
逝
去
の

報
に
接
し
、
深
い
悲
し
み
に
包

ま
れ
て
い
ま
す
。
元
長
官
は
、

長
年
に
わ
た
り
国
際
社
会
の
平

和
と
安
定
に
そ
の
人
生
を
捧
げ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
我
が
国
と

の
関
係
に
お
い
て
は
、
元
長
官

は
日
本
へ
の
沖
縄
返
還
に
極
め

て
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
れ
ま

し
た
。﹁
核
兵
器
の
な
い
世
界
﹂

に
向
け
た
元
長
官
の
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
日
本
及
び
世
界
で
高
く
尊

敬
さ
れ
て
き
ま
し
た
。︵
中
略
︶

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
元
長
官
の
偉

大
な
足
跡
に
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
貴
令
夫
人
を
始
め
と

す
る
御
遺
族
、
そ
し
て
米
国
政

府
及
び
同
国
民
に
対
し
、
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
﹂。

　
　
　
　
　
　
　
　︵
外
務
省
︶

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
氏
逝
去

岸
田
総
理
大
臣
が
弔
辞
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在
外
公
館
長
表
彰

　

サ
ミ
ー
宮
本
氏
（
76
、
モ
モ

タ
ロ
ー
・
サ
ロ
ン
社
長
）
へ
の

在
外
公
館
長
表
彰
式
が
６
日

夕
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国

総
領
事
・
大
使
公
邸
で
実
施
さ

れ
た
。
サ
ミ
ー
宮
本
氏
は
、
Ｎ

Ｙ
で
ヘ
ア
・
サ
ロ
ン
を
長
く
経

営
（
２
０
２
２
年
に
開
業
50
周

年
）
す
る
Ｎ
Ｙ
日
系
美
容
師
の

パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
、
卓
越
し

た
技
術
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

よ
り
、
数
多
く
の
セ
レ
ブ
リ
テ

ィ
を
顧
客
と
す
る
な
か
で
、
Ｎ

Ｙ
美
容
業
界
に
お
け
る
日
系
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
に
貢
献
。
そ
の

間
、
日
本
か
ら
の
研
修
生
の
受

け
入
れ
や
技
術
交
流
の
仲
介
を

は
じ
め
、
ネ
イ
ル
、
メ
イ
ク
、

エ
ス
テ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
等
も

含
め
た
美
容
業
界
全
体
の
若
手

人
材
育
成
・
日
米
人
材
交
流
に

貢
献
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｙ
島
根
県
人
会
の

創
設
メ
ン
バ
ー
・
会
長
と
し

て
、
約
40
年
に
わ
た
り
同
県
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
や
日
米
の

草
の
根
文
化
交
流
に
貢
献
。
01

年
の
９
・
11
テ
ロ
後
に
は
、
哀

悼
の
意
を
込
め
て
、
島
根
県
が

県
花
の
牡
丹
を
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ

ー
州
立
公
園
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

植
物
園
に
５
０
０
株
ず
つ
寄
贈

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に

尽
力
。
さ
ら
に
22
年
７
月
及
び

10
月
に
は
、
在
Ｎ
Ｙ
日
本
領
事

館
グ
ラ
ス
ル
ー
ツ
事
業
「
サ
ク

ラ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
日
本
の

伝
統
素
材
を
用
い
た
海
外
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
）
に
も
当
地
美
容
系
人

材
の
紹
介
等
を
通
じ
て
協
力
す

る
な
ど
、
Ｎ
Ｙ
日
系
美
容
業
界

の
発
展
、
日
米
の
草
の
根
交
流

に
貢
献
し
た
。

モモタローサロンの

サミー宮本さん

工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

宇
田
川
信
学
さ
ん

　

宇
田
川
信
学
氏
（Antenna 

Design

社
・
共
同
設
立
者
）

へ
の
在
外
公
館
長
表
彰
式
が
７

日
夕
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

国
総
領
事
・
大
使
公
邸
で
実
施

さ
れ
た
。

　

宇
田
川
信
学
氏
は
、
日
本
人

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
し
て
、
Ｎ
Ｙ
市
地
下
鉄

に
お
け
る
券
売
機
、
車
両
、
駅

構
内
の
緊
急
連
絡
端
末
や
公
衆

電
話
に
代
わ
っ
て
Ｎ
Ｙ
市
内
に

設
置
さ
れ
たLinkNYC

（
公

共
情
報
端
末
）
な
ど
の
、
Ｎ
Ｙ

市
内
の
公
共
空
間
に
お
け
る
各

種
設
備
の
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
。

外
部
者
と
し
て
の
視
点
か
ら
Ｎ

Ｙ
市
民
の
行
動
を
深
く
観
察

し
、
そ
の
行
動
原
理
を
踏
ま
え

た
各
種
デ
ザ
イ
ン
を
通
じ
て
、

公
共
空
間
の
環
境
改
善
に
貢
献

し
て
き
た
。

　

米
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ

Ｄ
Ｃ
）
の
マ
ン
デ
ィ
・
コ
ー
エ

ン
所
長
は
11
月
30
日
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

呼
吸
器
疾
患
が
全
米
で
流
行
し

て
い
る
と
米
議
会
小
委
員
会
で

述
べ
た
。
コ
ー
エ
ン
所
長
は

「
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振

る
っ
て
い
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
シ
ー
ズ
ン
は
全
国
的
に
始

ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
急
加
速

し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
比
較
的
少
な
い
が
、
依

然
と
し
て
呼
吸
器
疾
患
に
よ
る

入
院
と
死
亡
の
主
な
原
因
と

な
っ
て
お
り
、
１
週
間
に
約

１
万
５
０
０
０
人
が
入
院
し
、

１
０
０
０
人
ほ
ど
が
死
亡
し
て

い
る
」
と
報
告
し
た
。

　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
は
米
南
部
で

症
例
数
が
多
く
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
症
例
数
は
12
月
か
ら
１

月
に
か
け
て
大
幅
に
増
え
る
と

の
見
通
し
を
示
し
た
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
再
び

増
加
し
て
お
り
、
こ
の
３
つ
の

ウ
イ
ル
ス
の
中
で
最
大
の
脅
威

だ
と
し
た
。
現
在
は
３
つ
と
も

ワ
ク
チ
ン
が
存
在
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
コ
ー
エ
ン
所
長
は
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
重
要
性
を
改
め

て
強
調
し
、
症
状
が
で
た
ら
検

査
を
し
て
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
大
切
だ
と
呼
び
か
け
た
。

　

呼
吸
器
疾
患
の
ウ
イ
ル
ス
は

特
に
子
ど
も
が
感
染
し
や
す

く
、
入
院
す
る
子
ど
も
も
増
え

て
い
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
統
計
に
よ

る
と
、
11
月
18
日
ま
で
の
１
週

間
に
医
療
機
関
を
受
診
し
た
５

歳
未
満
の
子
ど
も
の
う
ち
、
10

％
以
上
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
。
こ
れ

は
全
年
齢
平
均
の
約
３
倍
に
当

た
り
、
全
米
の
基
準
値
を
大
幅

に
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
。

全
米
で
呼
吸
器

疾
患
が
流
行

　

ま
た
同
氏
の
デ
ザ
イ
ン
し
た

緊
急
連
絡
端
末
（Help Point 

Intercom

）
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

近
代
美
術
館
（MoMA

）
に
展

示
さ
れ
た
他
、
各
種
賞
を
受
賞

す
る
等
高
い
評
価
を
受
け
て
お

り
、
公
共
空
間
に
お
け
る
各
種

デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
Ｎ
Ｙ
市
民

の
日
常
生
活
に
貢
献
し
て
い

る
。

　

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ

ス
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
）
は
ヘ
イ
ト

ク
ラ
イ
ム
護
身
訓
練
を
11
月
19

日
か
ら
３
日
間
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
内
で
開
催
し
た
。
講
師
は

空
手
道
新
極
真
会
、
本
間
道
場

の
本
間
雅
彦
氏
で
、
３
日
間
で

１
７
０
人
が
参
加
し
た
。
本
間

氏
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
ベ
ル

ト
、
杖
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ッ

ク
を
使
っ
た
護
身
術
や
、
普
段

か
ら
の
心
得
に
つ
い
て
解
説
が

あ
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
一

度
ア
タ
ッ
ク
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
の
で
、
随
分
勉
強
に
な
り
役

立
っ
た
」「
護
身
術
に
は
大
変

興
味
が
あ
っ
た
の
で
教
え
て
も

ら
っ
て
、
貴
重
な
経
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
た
。
参
加
者
に
は

１
０
０
人
限
定
で
パ
ー
ソ
ナ
ル

ア
ラ
ー
ム
と
特
製
マ
グ
ネ
ッ
ト

を
配
布
さ
れ
た
ほ
か
、
参
加
者

全
員
に
80
ド
ル
相
当
の
日
本
の

食
料
品
詰
め
合
わ
せ
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
た
。

護身術を学ぶ
JASSI が主催

NYのヘイトクライムから身を守る

　

米
調
査
会
社
リ
ア
ル
・
ク
リ

ア
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
が
各
種
世

論
調
査
の
平
均
支
持
率
を
集
計

し
た
と
こ
ろ
、
来
年
の
大
統
領

選
が
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
大
統

領（
81
、民
主
党
）と
ド
ナ
ル
ド
・

ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
（
77
、
共

和
党
）
の
一
騎
打
ち
と
な
っ
た

場
合
、
11
月
30
日
時
点
で
ト
ラ

ン
プ
氏
の
支
持
が
バ
イ
デ
ン
氏

の
支
持
を
１
・
７
ポ
イ
ン
ト
上

回
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

と
シ
エ
ナ
大
学
が
11
月
５
日
に

発
表
し
た
世
論
調
査
に
よ
る

と
、
来
年
の
大
統
領
選
の
勝
敗

の
分
か
れ
目
と
な
る
ミ
シ
ガ
ン

州
な
ど
接
戦
６
州
の
う
ち
５
州

で
ト
ラ
ン
プ
氏
の
支
持
率
が
４

〜
10
％
バ
イ
デ
ン
氏
を
上
回
る

結
果
が
出
て
衝
撃
を
与
え
た
。

前
回
は
バ
イ
デ
ン
氏
が
６
州
す

べ
て
で
勝
利
し
て
お
り
、
バ
イ

デ
ン
氏
の
人
気
凋
落
が
明
ら
か

に
な
っ
た
た
め
だ
。
同
時
期
の

Ｃ
Ｎ
Ｎ
の
全
米
世
論
調
査
で
も

バ
イ
デ
ン
氏
と
ト
ラ
ン
プ
氏
の

対
決
と
な
っ
た
場
合
に
、
ト
ラ

ン
プ
氏
を
選
ぶ
と
答
え
た
人
は

49
％
と
、
バ
イ
デ
ン
氏
の
45
％

を
上
回
る
結
果
が
出
た
。

　

こ
う
し
た
一
方
で
、
ギ
ャ
ラ

ッ
プ
の
11
月
の
世
論
調
査
で

は
、
米
国
の
成
人
63
％
が
「
第

３
の
主
要
政
党
が
必
要
」
と
し

た
。
１
年
前
か
ら
７
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
、
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
が

最
初
に
こ
の
質
問
を
行
っ
た

２
０
０
３
年
以
来
で
最
も
高
か

っ
た
。

　

民
主
、
共
和
で
は
な
い
第
３

の
候
補
が
大
統
領
に
な
っ
た
例

は
な
い
が
、
結
果
に
は
大
き
な

影
響
を
与
え
て
き
た
。
最
近
で

は
２
０
０
０
年
の
選
挙
で
は
、

全
国
で
は
３
％
の
得
票
数
を
得

た
に
過
ぎ
な
い
社
会
活
動
家
の

ラ
ル
フ
・
ネ
ー
ダ
ー
氏
（
緑
の

党
）
が
ア
ル
・
ゴ
ア
候
補
（
民

主
）
か
ら
激
戦
の
フ
ロ
リ
ダ
州

の
票
を
奪
い
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・

ブ
ッ
シ
ュ
氏
（
共
和
）
に
敗
れ

た
。
２
０
１
６
年
は
社
会
活
動

家
の
ジ
ル
・
ス
タ
イ
ン
氏
（
緑

の
党
）
が
出
た
た
め
激
戦
州
で

民
主
の
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト

ン
氏
（
民
主
）
が
僅
差
で
敗
れ

た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

第
３
の
候
補
で
最
も
有
力
な

の
は
す
で
に
無
所
属
か
ら
の
立

候
補
を
表
明
し
て
い
る
ロ
バ
ー

ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏

（
69
）
で
、
ロ
イ
タ
ー
と
イ
プ

ソ
ス
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
バ

イ
デ
ン
、
ト
ラ
ン
プ
両
氏
と
の

３
人
の
選
挙
と
な
っ
た
場
合
、

20
％
の
票
を
獲
得
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
た
だ
し
ケ
ネ
デ
ィ
氏

は
共
和
、
民
主
の
両
党
か
ら
ほ

ぼ
等
し
く
票
を
取
る
と
見
ら
れ

て
い
る
。

　

民
主
党
の
票
を
奪
う
と
思
わ

れ
る
の
が
急
進
左
派
の
黒
人
活

動
家
コ
ー
ネ
ル
・
ウ
エ
ス
ト
氏

（
70
）
と
２
度
目
の
出
馬
と
な

る
ジ
ル
・
ス
タ
イ
ン
氏（
73
）で
、

と
も
に
第
３
政
党
か
ら
大
統
領

選
に
立
候
補
す
る
意
向
を
表
明

し
て
い
る
。

　

前
述
し
た
リ
ア
ル
・
ク
リ

ア
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
各
種
世

論
調
査
の
集
計
に
よ
れ
ば
、
ケ

ネ
デ
ィ
氏
と
ウ
エ
ス
ト
氏
が
加

わ
っ
た
４
人
で
大
統
領
選
が
行

わ
れ
た
場
合
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は

バ
イ
デ
ン
氏
と
の
支
持
率
の
差

を
２
・
８
ポ
イ
ン
ト
に
広
げ
る

こ
と
に
な
る
。

　

共
和
党
は
ト
ラ
ン
プ
氏
に
次

ぐ
２
番
手
と
し
て
フ
ロ
リ
ダ
州

知
事
の
ロ
ン
・
デ
サ
ン
テ
ィ
ス

氏
（
45
）
が
い
る
が
支
持
は
伸

び
悩
ん
で
お
り
、
共
和
党
候
補

は
ト
ラ
ン
プ
氏
で
動
か
な
い
と

見
ら
れ
る
。民
主
党
は
ジ
ョ
ー
・

マ
ン
チ
ン
上
院
議
員
（
76
、
ウ

エ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
選
出
）

や
デ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

下
院
議
員
（
54
、
ミ
ネ
ソ
タ
州

選
出
）
ら
が
党
候
補
者
指
名
争

い
に
加
わ
る
方
針
だ
が
、
バ
イ

デ
ン
氏
選
出
は
揺
る
が
な
い
と

見
ら
れ
る
。
た
だ
し
ト
ラ
ン
プ

氏
は
刑
事
訴
追
、
バ
イ
デ
ン
氏

は
健
康
不
安
の
問
題
が
あ
り
、

こ
れ
が
不
確
定
要
素
と
な
っ
て

い
る
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

大
統
領
選
バ
イ
デ
ン
氏
不
利
に

第
３
候
補
出
馬
で
票
分
断
の
可
能
性
高
ま
る

ト
ラ
ン
プ
氏
優
位
動
か
ず

　

外
務
省
は
４
日
、
欧
米
で
の

テ
ロ
等
に
対
す
る
注
意
喚
起
と

し
て
海
外
在
住
邦
人
に
対
し
て

安
全
情
報
を
発
出
し
た
。
欧
米

で
は
、
近
年
、
警
備
や
監
視
が

手
薄
で
一
般
市
民
が
多
く
集
ま

る
場
所（
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
）

を
標
的
と
し
た
テ
ロ
が
頻
発
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
組
織
性
が

低
い
単
独
犯
に
よ
る
テ
ロ
が
多

く
、
事
前
の
取
締
り
が
難
し
い

た
め
、
今
後
も
継
続
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
と
し
て
警
戒
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
今
年
10
月

か
ら
の
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
と
パ
レ

ス
チ
ナ
武
装
勢
力
間
の
衝
突
を

受
け
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
組
織

は
機
関
誌
や
声
明
等
で
、
イ
ス

ラ
エ
ル
関
連
施
設
（
大
使
館
含

む
）、西
側
諸
国
関
連
施
設
（
大

使
館
含
む
）、
宗
教
施
設
、
ナ

イ
ト
ク
ラ
ブ
等
を
標
的
に
す
る

よ
う
繰
り
返
し
呼
び
か
け
て
お

り
、
よ
り
一
層
の
注
意
が
必
要

だ
。
ま
た
、
近
年
は
、
極
右
・

極
左
過
激
主
義
思
想
の
影
響
を

受
け
た
テ
ロ
も
発
生
し
て
い

る
。

　

最
近
の
テ
ロ
事
案
等
の
例

は
、
観
光
施
設
周
辺
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
ホ
テ
ル
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
、
公
共
交
通
機
関
、

宗
教
関
連
施
設
等
は
、
警
備
や

監
視
が
手
薄
で
不
特
定
多
数
の

人
が
多
く
集
ま
る
た
め
、
テ
ロ

の
標
的
と
な
り
や
す
く
、
常
に

注
意
が
必
要
。
特
に
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
独
立
記
念
日
の
祝
賀
行

事
、
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
、
宗

教
施
設
等
で
は
、
多
く
の
人
が

集
ま
り
、
テ
ロ
の
標
的
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
同
時
に
、
イ

ベ
ン
ト
等
の
警
備
の
た
め
手
薄

と
な
っ
た
他
の
都
市
等
を
狙
っ

た
テ
ロ
が
発
生
す
る
可
能
性
も

指
摘
す
る
。
３
か
月
未
満
の
旅

行
や
出
張
な
ど
の
際
に
は
、
海

外
滞
在
中
も
安
全
に
関
す
る

情
報
を
随
時
受
け
取
れ
る
よ

う
、「
た
び
レ
ジ
」（https://

www.ezairyu.mofa.go.jp/
tabireg/index.html

）
に
登

録
す
る
こ
と
。

年
末
年
始
は
テ
ロ
警
戒
を

外
務
省
が
海
外
在
留
邦
人
に
注
意
喚
起

https://www.maxjob.com/
http://myriverside.net/home
http://kkobo.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/index.htm
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今
年
の
第
28
回
気
候
変
動

枠
組
条
約
締
約
国
会
議(

通

称 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
）
が
11
月
30

日
、
ド
バ
イ
で
開
幕
し
た
。
12

月
12
日
ま
で
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
と
は

Conference of the Parties

の
略
。
気
候
変
動
組
枠
条
約

(UNFCCC)

主
導
の
国
連
会
議

で
あ
る
。

■
３
万
６
０
０
０
人
以
上
の
参

加
を
見
込
む

　

化
石
燃
料
の
燃
焼
が
地
球
気

温
を
引
き
上
げ
危
険
状
態
に
ま

で
加
熱
し
て
い
る
。
化
石
燃
料

か
ら
の
脱
却
を
加
速
さ
せ
る
計

国
連
気
候
変
動
会
議 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
28 

ド
バ
イ
開
幕
。

２
つ
の
事
実
と
期
待
す
る
目
標
３
つ
と
は

画
を
立
案
し
よ
う
と
政
府
、
科

学
者
、
国
際
機
関
、
企
業
、
先

住
民
、
若
者
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど

約
２
０
０
か
国
の
関
係
者
が
集

結
。
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
金
融
と
気

候
、
世
界
の
人
々
の
た
め
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
治
な
ど
を
議
論
す

る
。
国
連
気
候
変
動
機
関
に
よ

る
と
３
万
６
０
０
０
人
以
上
の

参
加
者
を
見
込
ん
で
い
る
。

■
２ 

つ
の
事
実

①
地
球
が
気
候
変
動
に
よ
る
災

　

セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
ー
ク
管
理

委
員
会
（
Ｃ
Ｐ
Ｃ
）
は
こ
の
ほ

ど
、
名
所
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ボ

ウ
・
ブ
リ
ッ
ジ
を
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
の
交
換
工
事
の
た
め
11
月
27

日
〜
２
０
２
４
年
１
月
の
約
２

か
月
間
閉
鎖
す
る
こ
と
を
発
表

し
た
。 

　

射
手
や
バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の

弓
を
思
わ
せ
る
カ
ー
ブ
が
低
い

位
置
で
水
辺
に
沿
っ
て
伸
び
る

同
橋
は
、
英
国
出
身
の
建
設
家

カ
ル
ヴ
ァ
ー
ト
・
ヴ
ォ
ー
ク
ス

と
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
レ
イ
・
モ
ー

ル
ド
が
１
８
６
２
年
に
設
計

し
、
ビ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
傑
作

と
呼
ば
れ
る
。
ベ
セ
ス
ダ
・
テ

ラ
ス
や
森
林
エ
リ
ア
の
ラ
ン
ブ

ル
に
向
か
う
多
く
が
同
橋
を
利

用
す
る
が
、
同
委
員
会
は
閉
鎖

中
は
、
イ
ー
ス
ト
及
び
ウ
エ
ス

ト
・
ド
ラ
イ
ブ
〜
西
77
、
78
丁

目
、
東
74
、
78
丁
目
、
ま
た
は

ベ
ル
ベ
デ
ー
レ
城
か
ら
南
に
下

る
こ
と
を
す
す
め
て
い
る
。

害
に
向
か
っ
て
急
加
速
し
て
い

る②
危
機
を
回
避
す
る
た
め
に
各

国
政
府
の
行
動
が
遅
す
ぎ
る

　

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
に
よ
る

と
、
今
年
は
世
界
第
５
位
の
産

油
国
・
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
が

気
候
協
議
を
主
催
す
る
。
こ
れ

が
多
く
の
活
動
家
の
怒
り
を
買

い
、交
渉
を
複
雑
に
し
て
い
る
。

中
東
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争

を
含
む
地
政
学
的
な
混
乱
を
背

景
に
開
催
さ
れ
る
た
め
国
家
間

の
協
力
が
難
し
く
な
る
と
有
識

者
は
み
て
い
る
。

■
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
の
目
標
3
つ
。
今

回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
重
要
な
成
果

を
期
待

　

１
つ
目
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ス
ト
ッ
ク
テ
イ
ク
。
世
界
平
均

気
温
の
上
昇
を
、
産
業
革
命
以

前
の
水
準
か
ら
摂
氏
１
・
５
度

(

華
氏
２
・
７
度)

に
抑
え
る
パ

リ
協
定
で
設
定
し
た
目
標
達
成

に
、
各
国
が
順
調
に
進
ん
で
い

る
か
ど
う
か
、
最
初
の
正
式
な

評
価
だ
。
こ
れ
を
超
え
る
と
、

地
球
の
深
刻
化
す
る
山
火
事
、

暴
風
雨
、
干
ば
つ
、
海
面
上
昇

に
人
類
が
対
処
す
る
の
は
困
難

と
科
学
者
た
ち
は
指
摘
す
る
。

　

２
つ
目
は
、
昨
年
各
国
が
設

立
に
合
意
し
た
損
失
と
損
害
基

金
の
最
終
決
定
。
解
決
す
べ
き

主
な
課
題
は
、
誰
が
こ
の
基
金

に
支
払
う
の
か
、
誰
が
そ
の
資

金
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
の
か
。

　

３
つ
目
は
、
サ
ミ
ッ
ト
か
ら

生
ま
れ
る
可
能
性
の
あ
る
政
治

的
合
意
。
汚
染
さ
れ
た
化
石
燃

料
を
、
風
力
発
電
や
太
陽
光
発

電
な
ど
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
置
き
換
え
る
こ
と
で
各
国
が

合
意
す
る
場
合
、
問
題
は
各
国

が
化
石
燃
料
を
段
階
的
に
廃
止

す
る
こ
と
に
同
意
す
る
か
ど
う

か
。
同
意
す
る
場
合
は
ど
の
よ

う
な
但
し
書
き
が
つ
く
か
で
あ

る
。

参
考 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
28 ---- NYT 

https://www.nytimes.com/
article/cop28-clim

ate-
change-summit.html

■
古
市
裕
子

SDGs-NY

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

公
園
名
物
の
橋

工
事
で
閉
鎖

(

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
×
日

系
企
業
Ｎ
Ｙ
進
出
支
援)

NY Marketing Business 
Action, Inc.

代
表
取
締
役
。

国
連
大
学SDGs

研
究
員
。

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
17
年
勤
務
。

著
書
【SDGs

ピ
ボ
ッ
ト
戦

略
：
欧
米
企
業
１
２
事
例
集
／

SDGs

×
次
世
代
×
企
業
価

値
】https://www.amazon.

co.jp/dp/B09NVMP2DF

　
「
条
件
付
き
の
グ
リ
ー
ン
カ

ー
ド
の
撤
回
申
請
、
ま
た
は
申

請
が
保
留
中
の
場
合
で
も
米

国
市
民
権
を
申
請
で
き
ま
す

か
？
」
こ
れ
は
私
た
ち
が
よ
く

う
け
る
質
問
で
す
。
２
年
間
の

条
件
付
き
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
場
合
、
カ
ー
ド
の

有
効
期
限
が
切
れ
る
90
日
前
に

条
件
の
撤
回
を
申
請
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
手
続
き
に
は
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ

Ｓ
の
フ
ォ
ー
ム
Ｉ
ー
７
５
１
の

提
出
が
必
要
で
す
。
現
在
こ
の

申
請
の
処
理
時
間
は
延
長
さ
れ

て
お
り
場
合
に
よ
っ
て
は
３
〜

４
年
ま
で
延
び
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
実
際
に
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
は

Ｉ
ー
７
５
１
を
提
出
す
る
人
の

条
件
付
き
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
の

有
効
期
限
を
48
か
月
延
長
し
ス

テ
ー
タ
ス
の
証
明
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
待
機
期
間
中
に
米
国
市

民
権
を
申
請
す
る
資
格
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
ほ
と
ん
ど
の

人
は
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
を
５
年

間
持
っ
た
後
に
米
国
市
民
権
を

申
請
す
る
資
格
が
あ
り
ま
す

が
、
条
件
付
き
グ
リ
ー
ン
カ
ー

ド
保
有
者
は
米
国
市
民
と
の
結

婚
が
３
年
続
い
て
い
る
場
合
に

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
注
意
点
も
あ
り
申

請
が
裁
定
さ
れ
る
ま
で
米
国
市

民
の
配
偶
者
と
結
婚
し
一
緒
に

生
活
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

Ｉ
ー
７
５
１
請
願
が
保
留

中
の
間
に
申
請
を
提
出
し
た

場
合
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
は
Ｉ
ー

７
５
１
の
承
認
後
に
の
み
市
民

権
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
資
格
を
得
た
ら
す
ぐ
市
民

権
申
請
を
提
出
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
Ｉ
ー
７
５
１
が

保
留
中
で
あ
っ
て
も
可
能
で

す
。
Ｉ
ー
７
５
１
請
願
で
行
う

面
接
に
は
申
請
者
と
米
国
市
民

の
配
偶
者
が
一
緒
に
出
席
す
る

こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
条
件
付
き
グ
リ

ー
ン
カ
ー
ド
保
持
者
は
米
国
市

民
権
の
配
偶
者
と
の
結
婚
に
基

づ
き
、
米
国
市
民
権
取
得
へ
の

近
道
を
も
っ
て
い
ま
す
。
市
民

権
申
請
を
Ｉ
ー
７
５
１
が
保
留

中
の
間
に
提
出
す
る
こ
と
の
長

所
と
短
所
を
し
っ
か
り
と
検
討

す
る
た
め
、
移
民
ビ
ザ
の
専
門

家
に
相
談
す
る
こ
と
が
最
善
で

す
。

（
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
）

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

条
件
付
き
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
の
撤
回
申
請

中
に
市
民
権
を
申
請
す
る
際
の
注
意
点

日
本
ク
ラ
ブ
今
月
21
日

ホ
リ
デ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
恒
例
の
ホ

リ
デ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
21
日

（
木
）
午
後
５
時
30
分
か
ら
９

時
ま
で
、
日
本
ク
ラ
ブ
（
西
57

丁
目
１
４
５
番
地
）
で
開
催
す

る
。
今
年
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
は
「
ウ
イ
ン
タ
ー
・
ホ
リ

デ
ー
・
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
」
と
題

し
、
オ
ペ
ラ
歌
手
、
ミ
レ
ナ
・

マ
ノ
シ
ア
に
よ
る
オ
ペ
ラ
歌

唱
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
リ
ッ
チ
・

カ
メ
ダ
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
レ
イ
コ
・

ツ
カ
ダ
の
ピ
ア
ノ
演
奏
、
歌
手

の
ク
リ
ス
チ
ー
ナ
・
マ
ッ
ク
ス

ウ
エ
ル
が
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
・

ナ
ン
バ
ー
や
ホ
リ
デ
ー
ソ
ン
グ

を
披
露
す
る
。
参
加
費
は
会
員

１
８
０
ド
ル
、
ゲ
ス
ト
・
非
会

員
２
２
０
ド
ル
。（
デ
ィ
ナ
ー

と
ド
リ
ン
ク
付
き
、
税
・
サ
ー

ビ
ス
料
込
み
）。
定
員
１
０
０

人
。
申
し
込
み
はhttps://

form.jotform.com/Nippon_
Club/holiday-party-2023

申
し
込
み
締
め
切
り
は
15
日
。

https://america-keitai.com/
https://www.nytimes.com/article/cop28-climate-change-summit.html
https://www.amazon.co.jp/dp/B09NVMP2DF
https://form.jotform.com/Nippon_Club/holiday-party-2023


（7）　　 ［ローカル経済］ 2023年（令和 5年）12月 9日（土）

２
０
２
４
年Paid Sick Leave 

疑
問
の
ポ
イ
ン
ト
と
全
米
の
ト
レ
ン
ド

クイックUSA
Leave

の
付
与
日
数
が
40
時
間

あ
る
い
は
5
日
間
と
な
る
（
従

業
員
1
名
以
上
）。
こ
の
40
時

間
あ
る
い
は
5
日
間
は
少
し
ト

リ
ッ
キ
ー
で
、
40
時
間
あ
る
い

は
5
日
間
の
ど
ち
ら
か
多
い
方

を
提
供
す
る
義
務
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の

人
で
あ
れ
ば
1
日
4
時
間
勤
務

し
て
い
る
人
も
40
時
間
が
付
与

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

https://www.dir.ca.gov/
dlse/Paid_Sick_Leave.htm
 　

ま
た
、
付
与
方
法
は
採
用
時

に
一
括
し
て
付
与
し
て
採
用
後

90
日
以
降
か
ら
利
用
で
き
る
方

法
と
30
時
間
勤
務
す
る
ご
と
に

1
時
間
ず
つ
付
与
す
る
方
法
と

大
き
く
分
け
て
2
つ
あ
る
。

　

こ
の
2
つ
の
ど
ち
ら
か
を
採

用
す
る
場
合
以
外
に
は
採
用

後
１
２
０
日
後
に
は
24
時
間
、

２
０
０
日
後
に
は
40
時
間
を
付

与
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
Ｐ
Ｔ
Ｏ
の
方
式
を

と
っ
て
い
て
独
自
の
付
与
方
法

を
し
て
い
る
場
合
、
ひ
と
月
に

4
時
間
付
与
す
る
と
12
か
月
で

48
時
間
と
な
る
が
、
上
記
の

１
２
０
日
後
24
時
間
と
２
０
０

日
後
40
時
間
の
ル
ー
ル
を
守
れ

な
く
な
る
こ
と
に
注
意
が
必
要

だ
ろ
う
。
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ま
た
、
一
括
付
与
方
式

で
40
時
間
を
与
え
る
場
合
、

２
０
１
５
年
7
月
1
日
に
こ
の

法
律
が
開
始
さ
れ
た
た
め
、
7

月
1
日
に
一
括
付
与
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
ま

だ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か
ら
出

て
い
な
い
た
め
、
明
確
に
申
し

上
げ
ら
れ
な
い
が
、
複
数
の
弁

護
士
事
務
所
の
案
内
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
も
っ
と
も
安
全
な

方
法
は
24
年
1
月
1
日
に
40
時

間
を
付
与
す
る
方
法
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
御
社
の

法
律
顧
問
に
も
確
認
を
お
勧
め

す
る
。

　

30
時
間
に
1
時
間
の
付
与
方

法
を
と
る
場
合
に
は
繰
越
が
義

務
と
な
る
。
最
大
の
取
得
は
80

時
間
と
な
り
、
1
年
の
使
用
上

限
を
40
時
間
に
制
限
す
る
こ
と

が
出
来
る
。 

　

さ
ら
に
記
事
の
最
後
に
も
記

載
し
て
い
る
が
、
地
方
都
市
制

定
の
法
律(Local Ordinance)

でPaid　

Sick Leave

の
ル

ー
ル
が
あ
る
場
所
に
御
社
が
位

置
し
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は

従
業
員
が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
し

て
い
る
場
合
に
は
地
方
都
市
制

定
の
法
律
も
ク
リ
ア
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
要
注
意
で
あ
る
。

 

【
イ
リ
ノ
イ
州
】

　

イ
リ
ノ
イ
州
（
従
業
員
1
名

以
上
）
で
も
24
年
1
月
1
日
か

らPaid Leave

の
付
与
が
義

務
と
な
る
。
イ
リ
ノ
イ
州
は

Paid Leave

で
あ
る
た
め
、
使

用
理
由
を
限
定
し
な
い
。
つ
ま

り
、
有
給
休
暇
の
義
務
化
と
言

え
る
。
実
は
有
給
休
暇
の
義
務

化
が
行
わ
れ
て
い
る
州
は
イ
リ

ノ
イ
州
以
前
に
も
ネ
バ
ダ
州

（
従
業
員
50
名
以
上
）、
メ
イ
ン

州
（
従
業
員
10
名
以
上
）
で
も

同
様
に
使
用
理
由
を
問
わ
な
い

有
給
休
暇
の
義
務
化
は
行
わ
れ

て
い
た
。

　

イ
リ
ノ
イ
州
のPaid Leave

は
40
時
間
を
付
与
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
る
。
一
括
の
付

与
あ
る
い
は
40
時
間
勤
務
す
る

ご
と
に
1
時
間
の
付
与
と
2
つ

の
方
法
が
と
れ
る
。

▼Illinois Paid Leave for 
All W

orkers Act FAQ
https://labor.illinois.
gov/faqs/paidleavefaq.
html#faq-
1doestheactapplytoparttim
eemployeesorjustfulltimee
mployees-faq
 【

シ
カ
ゴ
市
】

　

こ
の
イ
リ
ノ
イ
州
のPaid 

Leave

の
法
律
成
立
を
受
け

て
、
シ
カ
ゴ
市
で
はPaid 

Sick Leave

とPaid Leave

の
両
方
を
40
時
間
付
与
す
る
法

律
も
成
立
し
て
い
る
。

 

▼

P
reparing for 

Chicago’s New Paid Leave 
Requirements: Answers to 
Your Top 

5

Questions
https://www.jdsupra.com/
legalnews/preparing-for-
chicago-s-new-paid-leave-
7379594/
 【

全
米
】

▼
全
米
で
もPaid Sick 

Leave/Paid Leave

が
義
務
と

な
っ
て
い
る
州
や
都
市
が
あ
る

の
で
、
次
の
リ
ス
ト
の
州
や
都

市
に
オ
フ
ィ
ス
が
あ
る
企
業
、

あ
る
い
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で

勤
務
し
て
い
る
従
業
員
が
い
る

企
業
は
確
認
す
る
こ
と
を
お
勧

め
す
る
。 

　

ア
リ
ゾ
ナ
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
、
コ
ロ
ラ
ド
、
コ
ネ
チ

カ
ッ
ト
、
イ
リ
ノ
イ
（Paid 

Leave

）、

メ

イ

ン 

（Paid　

Leave

）、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
、
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
、ミ
シ
ガ
ン
、

ネ
バ
ダ
（Paid Leave

）、
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
ニ
ュ
ー
メ

キ
シ
コ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
オ

レ
ゴ
ン
、ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
、

バ
ー
モ
ン
ト
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

　

各
州
に
て
付
与
さ
れ
る
時
間

数
、
上
限
の
時
間
数
、
繰
越
の

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
『
米
語
で
ウ
ォ
ッ
チ
：

日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
刊
は
、

ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　アメリカには、子供が誘拐などで危険に直面した場合、報道機関などを使い、その
子の発見・救出を助けるAmber Alert という警報システムがあります。ラジオのニュ
ースや、道路上の掲示板などで、子どもの特徴や関連する車の型や色などをAmber 
Alert として急告します。Amber とは琥珀（色）ですが、これは30年前、テキサス州
で自転車で遊んでいる時に誘拐され殺された少女の名前から取られました。Amber は

America’s Missing: Broadcast Emergency Response（米行方不明者・放送緊急対応）の頭文字でもあります。
　来年から、カリフォルニア州でEbony Alert が導入されることになりました。Ebonyとは深い光沢のある
黒檀のことで、黒人の少年少女のため、Amber Alert と同様の警報を発する仕組みです。アメリカにおいて
は行方不明になる子供が毎年何万人もいます。その捜索において、白人の子供たちが見つかる事例に比べ、
黒人の子供が見つかる事例は少ないのです。ひとつには、黒人の子供の場合、十分な調査もなくRunaway

（家出）とみなされて、捜索が打ち切られる為だと言われます。またメディアが、行方不明の白人について
は広く報道する（このコラムで前に取り上げたWhite Persons Missing Syndrome現象）のに比べ、黒人に
関しては十分ではないことを指摘する声もあります。
　Amber Alert はアメリカで多くの子どもたちが事件に巻き込まれ危機に面すること、そしてEbony Alert
は非白人の場合はその発見・救助に、より多大な困難を伴うことを象徴するキーワードだと言えるでしょう。

（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Amber Alert・Ebony Alert  危機に面する子供を救う緊急警報

 【263】

【
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
】

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
毎

年
10
月
末
ま
で
に
は
２
０
２
４

年
の
新
し
い
法
律
が
出
揃
う
こ

と
に
な
る
。
職
場
の
同
僚
が
ホ

リ
デ
ー
気
分
に
な
る
こ
の
季
節

は
人
事
担
当
者
に
と
っ
て
は

Employee　

Handbook

の

修
正
等
で
忙
し
く
過
ご
す
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

　

24
年
も
特
に
大
き
な
変
更
点

はPaid Sick Leave

だ
。
24

年
1
月
1
日
よ
りPaid Sick　

■
『
人
材
不
足
と
テ
レ
ワ
ー
ク

志
向
が
製
造
業
者
の
逆
風
に
』

（
米
州
課
発
）
＝
ジ
ェ
ト
ロ
は

例
年
、
北
米
に
進
出
す
る
日
系

企
業
を
対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
そ

の
最
新
版
「
２
０
２
２
年
度
海

外
進
出
日
系
企
業
実
態
調
査

（
北
米
編
）」（
２
０
２
２
年
9

月
実
施
）
の
米
国
編
で
、
米
国

に
所
在
す
る
多
く
の
企
業
が
経

営
上
の
課
題
と
し
て
「
従
業
員

の
賃
金
上
昇
」
や
「
従
業
員
の

確
保
」
な
ど
雇
用
・
労
務
面
に

関
す
る
も
の
を
多
く
挙
げ
た
。

２
０
２
３
年
3
月
に
実
施
し
た

自
動
車
部
品
関
連
の
在
米
日
系

企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら

も
、同
様
の
傾
向
が
聞
か
れ
た
。

■
『
ト
ラ
ン
プ
氏
起
訴
後
も
、

共
和
党
内
の
支
持
、期
待
高
く
』

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
）
＝
ド
ナ

ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
は
、

２
０
２
４
年
大
統
領
選
挙
に
立

候
補
し
て
い
る
が
、
２
０
２
３

年
8
月
の
う
ち
に
2
度
も
起
訴

さ
れ
た
。
共
和
党
予
備
選
を
想

定
し
た
世
論
調
査
で
は
、
ト
ラ

ン
プ
氏
が
他
の
候
補
者
を
リ
ー

ド
す
る
状
況
が
続
い
て
い
る

が
、
今
後
の
起
訴
・
捜
査
の
進

展
に
よ
っ
て
は
、
大
統
領
選
挙

へ
の
影
響
が
大
き
く
な
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
、
最
近
の
世
論
調
査

か
ら
読
み
解
く
。

■
『
米
国
の
小
売
業
界
で
普
及

す
る
拡
張
現
実
（
Ａ
Ｒ
）
の
動

向
』（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
）
＝

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影

響
で
、
小
売
業
界
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
、
小
売
業

に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
導
入
し
て

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す

「
リ
テ
ー
ル
テ
ッ
ク
」
で
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
急
速
に
進
ん

で
い
る
。
本
稿
で
は
、
小
売
業

界
に
お
け
る
米
国
の
拡
張
現
実

市
場
の
現
状
や
企
業
に
よ
る
活

用
事
例
、
同
市
場
の
課
題
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
　
　
　
　
　

◇

（
ビ
ジ
ネ
ス
短
信
の
詳
細
は
、

ジ
ェ
ト
ロ
北
米
ニ
ュ
ー
ス
12
月

1
日
号
を
参
照
。
問
い
合
わ
せ

は
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
。
Ｅ

メ
ー
ル　

rept@jetro.go.jp
）

　

ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

事
務
所
は
５
日
、
今
年
９
月
に

北
米
進
出
日
系
企
業
を
対
象
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
を
発
表
し
た
（
回
答
企
業
数

８
２
９
社
〔
米
国
７
２
４
社
、

カ
ナ
ダ
１
０
５
社
〕。
そ
れ
に

よ
る
と
、
２
０
２
３
年
に
黒
字

を
見
込
む
企
業
は
、
在
米
国
日

系
企
業
で
64
・
８
％
、
在
カ

ナ
ダ
日
系
企
業
で
65
・
4
％
。

２
０
１
９
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍

前
の
水
準
に
は
未
だ
及
ば
ず
。

景
況
感
を
示
す
Ｄ
Ｉ
値
（
言
葉

１
参
照
）
は
、
米
国
、
カ
ナ
ダ

と
も
、
前
年
を
大
き
く
下
回
っ

た
。
他
方
、
今
後
1
〜
2
年
の

事
業
展
開
の
方
向
性
は
、
現
地

市
場
ニ
ー
ズ
の
拡
大
を
見
込

み
、
拡
大
を
予
定
す
る
企
業
の

割
合
が
米
国
、
カ
ナ
ダ
と
も
に

5
割
前
後
。
米
国
で
は
経
済
規

模
の
大
き
い
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
、
テ
キ
サ
ス
州
な
ど
で
の
拡

大
を
見
込
む
。　

　

経
営
課
題
は
、（
1
）
従
業

員
の
賃
金
水
準
の
上
昇
、（
2
）

人
手
不
足
に
よ
る
採
用
難
や
定

着
難
、（
3
）
高
止
ま
り
す
る

イ
ン
フ
レ
に
よ
る
調
達
コ
ス
ト

増
な
ど
。
人
材
不
足
の
課
題
に

直
面
し
て
い
る
と
回
答
し
た
企

業
は
米
国
で
7
割
、
カ
ナ
ダ
で

6
割
。
職
種
別
に
は
、
特
に
工

場
作
業
員
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど

専
門
職
種
で
人
材
不
足
の
深
刻

度
が
高
か
っ
た
。

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
再
編
の

動
き
は
継
続
。
調
達
先
を
見
直

す
企
業
は
米
国
製
造
業
で
4
割

を
超
え
る
。
調
達
先
後
の
調
達

先
は
、
米
国
内
（
72
件
）
で
の

現
地
調
達
が
最
多
。
こ
れ
に

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
24
件
）
が
前

年
（
14
件
）
か
ら
増
加
し
続
い

た
。
中
で
も
、
中
国
か
ら
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
（
15
件
）
へ
の
シ
フ
ト

が
目
立
っ
た
。
人
権
を
重
要
な

経
営
課
題
と
認
識
す
る
企
業
は

米
国
、
カ
ナ
ダ
と
も
に
8
割
前

後
。
前
年
比
で
20
ポ
イ
ン
ト
以

上
増
加
。
他
方
、
人
権
デ
ュ
ー

デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（
言
葉
２
参

照
）
を
実
施
す
る
企
業
は
米
国

で
3
割
に
至
ら
ず
。
ま
た
、
人

権
尊
重
や
脱
炭
素
化
の
取
り
組

み
に
お
い
て
、
大
企
業
と
中
小

企
業
の
差
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。

■
言
葉
１
＝
Ｄ
Ｉ
は

「Diff usion Index

」
の
略
で
、

日
本
銀
行
が
年
4
回
実
施
、
発

表
し
て
い
る
日
銀
短
観
の
調
査

項
目
の
1
つ
。
企
業
の
景
況
感

を
示
す
指
数
の
こ
と
。 

景
気

が
「
良
い
」
と
答
え
た
企
業
か

ら
「
悪
い
」
と
答
え
た
割
合
を

引
い
て
算
出
す
る
。
■
言
葉
２

＝
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と

は
、
企
業
な
ど
に
要
求
さ
れ
る

当
然
に
実
施
す
べ
き
注
意
義
務

お
よ
び
努
力
の
こ
と
。

「
北
米
進
出
日
系
企
業
実
態
調
査
」

黒
字
見
込
み
は
6
割
台
半
ば

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
が
結
果
発
表

ル
ー
ル
等
が
異
な
る
の
で
、
各

州
や
都
市
の
ル
ー
ル
を
チ
ェ
ッ

ク
し
た
い
。

山
口 

憲
和

M
B

A, SH
R

M
-SC

P　

Philosophy LLC President
www.919usa.com

http://www.rostamilaw.com
https://hls-global.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://www.dir.ca.gov/dlse/Paid_Sick_Leave.htm
https://labor.illinois.gov/faqs/paidleavefaq.html#faq-
https://www.jdsupra.com/legalnews/preparing-for-chicago-s-new-paid-leave-7379594/
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イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る

和
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
マ
カ
リ
（
３
番
街
97
番
地
、

12
丁
目
と
13
丁
目
の
間
）で
は
、

明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て

つ
く
ら
れ
た
小
皿
を
日
本
か
ら

新
入
荷
し
販
売
を
開
始
し
た
。

　

主
に
鮮
や
か
な
藍
色
が
目
を

ひ
く
瀬
戸
焼
や
伊
万
里
焼
の
染

付
（
そ
め
つ
け
）
や
印
版
（
い

ん
ば
ん
）
皿
で
、
毎
日
の
食
卓

で
重
宝
し
そ
う
な
手
の
ひ
ら
サ

イ
ズ
。
印
判
と
は
、
明
治
以

降
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
絵
柄
を
転
写
す
る
絵
付
け

の
方
法
。
染
付
は
一
枚
一
枚

手
作
業
で
絵
を
描
く
の
に
対

し
、
印
判
は
転
写
シ
ー
ト
に
描

か
れ
た
模
様
を
陶
器
に
写
し
て

焼
き
付
け
る
た
め
、
多
少
の

ズ
レ
や
カ
ス
レ
に
も
味
が
あ

る
。
一
枚
ご
と
に
個
性
が
あ
り

人
気
が
高
い
。
価
格
は
25
ド
ル

か
ら
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
９
９
５
・
５
８
８
８
ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://www.themakari.com

明
治
大
正
時
代
の
小
皿
が
日
本
か
ら

Ｎ
Ｙ
の
マ
カ
リ
に
入
荷
・
販
売

画
家
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ

個
展
を
開
催

初
夏
の
ツ
ツ
ジ

ア
ク
リ
ル
画
、
24
Ｘ
36
イ
ン
チ

キ
ャ
ン
バ
ス
、
価
格
：
３
０
０
０
ド
ル

 千葉真知子の
 ART COOKING

　

た
く
さ
ん
の
種
類
の
野
菜
が

入
っ
た
ヘ
ル
シ
ー
な
ポ
ー
ク

煮
、
パ
ス
タ
や
ペ
ン
ネ
を
添
え

て
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

残
っ
た
ソ
ー
ス
は
、
焼
き
魚
、

蒸
し
魚
に
か
け
る
こ
と
で
２
度

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

作
り
方

１　

大
蒜
は
ス
ラ
イ
ス
に
す

る
。
ト
マ
ト
、
椎
茸
、
セ
ロ
リ
、

玉
ね
ぎ
、
パ
セ
リ
を
み
じ
ん
切

り
に
す
る
。
万
願
寺
唐
辛
子
、

ピ
ー
マ
ン
は
半
分
に
切
り
種
を

取
り
除
い
て
み
じ
ん
切
り
に
す

る
。

２　

豚
肉
は
切
込
み
を
入
れ
て

材料
豚肉ロース厚切り .2
枚
大蒜 ................. 2片　　
トマト .............. 2個　　
椎茸 ................. 1枚　
セロリ ........... 1/4本　
玉葱 .............. 1/2個
ピーマン .......... 1個　　
赤ピーマン ....... 1個　
又は万願寺唐辛子 .2
本
パセリ .............. 1束　　
トマト缶 .......... 1個
オリーブオイル 大 さ
じ４　
バルサミコ 大さじ１
砂糖 .................大１　　
塩、胡椒 ......各少々

ポ
ー
ク
と
刻
み
野
菜
の
ト
マ
ト
煮
込
み

塩
、
胡
椒
を
す
る
。

３　

フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
大
さ
じ
1
を
入
れ
て
②

の
豚
肉
を
き
つ
ね
色
に
両
面
焼

き
、
蓋
を
し
て
豚
肉
に
火
が
通

り
ま
で
焼
く
。

４　

鍋
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
大

さ
じ
1
を
入
れ
、
ス
ラ
イ
ス
に

し
た
に
ん
に
く
を
加
え
香
り
が

出
る
ま
で
い
た
め
、
残
り
の
み

じ
ん
切
り
野
菜
を
加
え
て
し
ん

な
り
な
る
ま
で
炒
め
る
。

５　

フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
い
た
③

の
豚
肉
を
④
の
野
菜
に
加
え
、

ト
マ
ト
缶
を
加
え
、
塩
、
胡
椒
、

砂
糖
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
大
さ

じ
２
、
バ
ル
サ
ミ
コ
を
加
え
て

と
ろ
み
が
出
る
ま
で
煮
る
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
画
家
の

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ
に
よ
る
絵
画
展

「SAKAI ART SHOW
 2024

」

が
２
０
２
４
年
１
月
１
日
か
ら

31
日
ま
で
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
シ
テ
ィ
に
あ
る
ウ
ク
ハ
ッ
ト

（36-01 36th Ave

）
で
開
催

さ
れ
る
。
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ
は
Ｎ
Ｙ

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
ほ
か
、
ボ
サ
ノ

バ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ウ
ク
レ
レ

マ
ス
タ
ー
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
と
し
て
も
活
動
し
て

い
る
。
作
曲
家
故
小
田
裕
一
郎

氏
に
見
い
だ
さ
れ
グ
ラ
デ
ー
シ

ョ
ン
〜
ボ
サ
ノ
バ
の
風
を
世
界

リ
リ
ー
ス
、
全
米
ラ
ジ
オ
デ
ビ

ュ
ー
、
そ
の
後
、
小
田
氏
と

の
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
も
行
う
。

２
０
１
４
年
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
内
唯
一
の
ウ
ク
レ
レ
専

門
店
ウ
ク
ハ
ッ
ト
で
コ
ン
サ
ー

ト
企
画
や
ウ
ク
レ
レ
講
師
と
し

て
活
躍
、
現
在
は
同
店
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め

て
い
る
。
同
展
で
は
60
点
ほ
ど

の
作
品
を
展
示
す
る
。

　

入
場
無
料
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
＆
コ
ン
サ
ー
ト

は
12
月
30
日
（
土
）
午
後
７

時
か
ら
（
有
料
）。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

sakaiartnewyork.com/

ロングアイランド
シティのウクハット

１月１日から
60点展示

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
音
楽
家
が

集
ま
っ
て
来
年
１
月
17
日
、
故

坂
本
龍
一
の
生
誕
72
歳
の
誕
生

日
を
祝
う
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
・
コ

ン
サ
ー
ト
を
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

ク
ラ
ブ
「
ル
ー
レ
ッ
ト
」（
ア

ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
街
50
番
地
）

で
午
後
７
時
か
ら
開
催
す
る
。

坂
本
龍
一
と
共
演
し
た
こ
と
の

あ
る
チ
ェ
リ
ス
ト
、ル
ー
ビ
ン
・

コ
デ
リ
の
ア
イ
デ
ィ

ア
で
は
じ
ま
っ
た
企

画
で
、
ウ
ィ
ン
タ

ー
・
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

ト
及
び
ル
ー
レ
ッ
ト

主
催
、
バ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
・
作
曲
家
の
メ

グ
・
オ
ー
ク
ラ
が
音

楽
監
督
を
務
め
る
。

　

１
９
７
８
年
リ
リ

ー
ス
の
「
千
の
ナ
イ
フ
」
か

ら
「
イ
エ
ロ
ー
・
マ
ジ
ッ
ク
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
象
徴
的

な
サ
ウ
ン
ド
、
そ
し
て
オ
ス

カ
ー
受
賞
の
映
画
音
楽
ま
で
、

サ
カ
モ
ト
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
演
奏
さ
れ

る
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
は

TREES FOR SAKAMOTO 

に

寄
付
さ
れ
る
。
出
演
者
は
ス
ペ

シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
にDJ

ス
プ
ー

キ
ー
、YUKA HONDA

、
サ

カ
モ
ト
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
。
入
場
料
：

55
ド
ル
（
前
売
り
）、 

65 

ド

ル
（
当
日
）。
イ
ベ
ン
ト
公

式
サ
イ
トURL

：https://
w
w
w.w

interjazzfest.
com/celebrating-ryuichi-
sakamoto

坂
本
龍
一
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
公
演

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
１
月
17
日

https://aantcinc.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
mailto:meiseimotors@aol.com
https://hinomaru-limo.com/
http://www.themakari.com
http://www.themakari.com
http://www.themakari.com
http://www.themakari.com
https://www.sakaiartnewyork.com/
https://www.winterjazzfest.com/celebrating-ryuichi-sakamoto
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11
月
30
日
木
曜
日
の
夜
、
バ

ー
ゲ
ン
郡
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
広
場
で

「
第
16
回
ホ
リ
デ
ー
・
ツ
リ
ー

点
灯
式
」
が
開
催
さ
れ
た
。
同

イ
ベ
ン
ト
は
年
々
豪
華
さ
を
増

す
こ
と
で
区
民
だ
け
で
な
く
近

隣
市
区
町
村
で
も
話
題
に
な
っ

て
お
り
、
当
日
は
数
千
人
の
観

衆
が
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
。

　

当
日
は
、
４
種
類
の
移
動
遊

園
地
の
乗
り
物
や
、
温
か
い
飲

み
物
と
ス
ナ
ッ
ク
フ
ー
ド
、
光

る
パ
ー
テ
ィ
ー
グ
ッ
ズ
な
ど

が
、
来
場
客
に
全
て
無
料
で
提

供
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
開
始
直
後

か
ら
長
い
列
が
で
き
て
い
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
学
生
バ
ン

ド
や
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
ら
が
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
た
あ

と
、
今
年
全
米
大
会
で
優
勝
し

た
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
高
校
の
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
が
表
彰
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
マ
ー
ク
・
ソ
コ

リ
ッ
チ
区
長
に
よ
る
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
が
開
始
。
ツ
リ
ー
に
加

え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
建
物
全
体
、周
辺
の
街
路
樹
、

今
年
か
ら
新
設
さ
れ
た
藤
棚
風

の
「
光
の
ト
ン
ネ
ル
」
な
ど
、

合
計
１
０
０
万
個
以
上
の
電
飾

が
一
斉
に
点
灯
す
る
と
、
会
場

は
凄
い
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　

そ
こ
に
、
地
元
警
察
の
オ
ー

ト
バ
イ
部
隊
に
先
導
さ
れ
、
消

防
車
の
軍
団
が
け
た
た
ま
し
い

サ
イ
レ
ン
と
共
に
登
場
。
そ
の

う
ち
の
一
台
に
搭
乗
し
て
い
た

「
本
日
の
主
役
」
サ
ン
タ
が
車

上
か
ら
手
を
振
る
と
、
子
供
た

ち
が
大
き
な
歓
声
を
上
げ
て
迎

え
て
い
た
。
そ
の
後
、
サ
ン
タ

は
ス
テ
ー
ジ
に
移
動
し
、
家
族

連
れ
の
来
場
客
ら
と
記
念
撮
影

会
を
実
施
。
遅
く
ま
で
会
場
は

盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

　

尚
、
同
地
の
ツ
リ
ー
や
建
物

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
１
月
５

日
ま
で
毎
晩
行
わ
れ
る
予
定
。

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
の
ツ
リ
ー
点
灯
式　

今
年
も
豪
華
！
大
盛
況

　

中
国
が
発
祥
と
さ
れ
る
、
動

物
の
形
を
し
た
絹
製
の
大
き
な

ラ
ン
タ
ン
（
提
灯
）。
中
に
仕

込
ま
れ
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
発
光
す
る

と
、
温
か
い
灯
り
で
ホ
リ
デ
ー

気
分
を
演
出
す
る
。
大
人
も
子

供
も
楽
し
め
る
ラ
ン
タ
ン
ア
ニ

マ
ル
の
展
示
イ
ベ
ン
ト
が
Ｎ
Ｊ

各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
の

で
、
い
く
つ
か
紹
介
し
よ
う
。

＊
レ
ッ
ト
・
イ
ッ
ト
・
グ
ロ
ウ

／
ホ
リ
デ
ー
・
ラ
ン
タ
ン
・
ス

ペ
ク
タ
キ
ュ
ラ
ー

　

フ
レ
ン
ズ
・
オ
フ
・
バ
ー
ゲ

ン
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
・
ズ
ー
（
パ

ラ
マ
ス
、
バ
ン
ゾ
ー
ン
郡
立
公

園
内
）

　

１
月
15
日
ま
で
の
木
曜
か
ら

日
曜
。
木
日
は
午
後
４
時
か
ら

８
時
、
金
土
は
午
後
４
時
か
ら

９
時
ま
で
。
バ
ー
ゲ
ン
郡
立

動
物
園
内
の
各
所
に
30
体
以

上
の
ラ
ン
タ
ン
ア
ニ
マ
ル
を

展
示
。
入
場
料
（
園
内
鉄
道

乗
車
券
込
み
）
大
人
18
ド
ル
、

子
供
９
ド
ル
。
詳
細
：www.

friendsofbergencountyzoo.
org/events

温
か
い
灯
り
が
ホ
リ
デ
ー
を
彩
る

ラ
ン
タ
ン
ア
ニ
マ
ル
展
示

＊
ア
ジ
ア
ン
・
ラ
ン
タ
ン
・
エ

キ
ジ
ビ
ジ
ョ
ン

　

ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
・
モ

ー
ル
内
特
設
会
場（
イ
ー
ス
ト
・

ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
、
ア
メ
リ
カ
ン

ド
リ
ー
ム
ウ
ェ
イ
）

　

１
月
２
日
ま
で
の
木
曜
か

ら
日
曜
。
午
後
１
時
か
ら
９

時
ま
で
。
モ
ー
ル
に
あ
る
屋

内
特
設
会
場
で
、
20
年
以
上

の
経
験
が
あ
る
職
人
た
ち
に

よ
る
手
作
り
の
ラ
ン
タ
ン
ア

ニ
マ
ル
を
数
多
く
展
示
。
要

チ
ケ
ッ
ト
事
前
購
入
。
大
人

17
ド
ル
、
子
供
（
13
歳
以
下
）

10
ド
ル
。
詳
細
：https://

winterlanternfestival.com/
new-jersey

http://jmart-usa.com/en/
https://japaneseschool.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://tawaramart.com/
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
tel:2122136069
www.friendsofbergencountyzoo.org/events
https://winterlanternfestival.com/new-jersey
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To be, or not to be, that 
is the question.

こ
の
シ
ェ
ー

ク
ス
ピ
ア
の
戯
曲
『
ハ
ム
レ
ッ

ト
』
の
台
詞
、
小
田
島
雄
志
の

訳
で
は
、「
生
き
る
べ
き
か
死

す
べ
き
か
、
そ
れ
が
問
題
だ
」

で
は
な
く
、「
こ
の
ま
ま
で
い

い
の
か
、
い
け
な
い
の
か
、
そ

れ
が
問
題
だ
」と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
小
説
版
ゴ
ジ
ラ
を
手
に
し

て「
映
画
を
先
に
見
る
べ
き
か
、

そ
れ
と
も
原
作
を
先
に
読
む
べ

き
か
、 that is the question

な
の
だ
」
と
思
っ
た
。
私
は
映

画
を
先
に
見
て
し
ま
っ
た
の

で
、
小
説
で
は
、
何
げ
な
く
見

落
と
し
て
い
た
戦
闘
機
の
風
防

の
く
も
り
や
、
登
場
人
物
の
台

詞
の
行
間
を
読
み
取
る
よ
う
な

作
業
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
逆

に
原
作
を
先
に
読
ん
で
し
ま
う

と
映
像
が
、
シ
ナ
リ
オ
通
り
に

な
ぞ
っ
た
作
り
物
に
思
え
て
し

ま
い
、
初
対
面
の
感
動
が
薄
れ

る
。
ど
ん
な
迫
力
の
あ
る
映
像

を
見
せ
ら
れ
て
も
「
あ
ー
な
る

ほ
ど
ね
、
こ
う
表
現
し
た
か
」

な
ど
と
余
計
な
邪
念
が
働
き
ど

ち
ら
も
良
く
な
い
。
映
画
を
見

た
な
ら
原
作
は
読
ま
な
い
、
本

を
読
ん
だ
ら
映
画
は
見
な
い
と

行
き
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
監
督

と
小
説
の
筆
者
が
同
一
人
物
な

の
で
、
あ
る
意
味
、
ど
ち
ら
も

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
の
で
、
こ
こ
は

一
粒
で
二
度
美
味
し
い
と
考
え

る
よ
う
に
し
た
。

　

12
月
1
日
か
ら
全
米
と
カ
ナ

ダ
１
５
０
０
館
以
上
で
公
開
さ

れ
て
い
る
東
宝
の
新
作
映
画

「
ゴ
ジ
ラ
－
１
・
０
（
マ
イ
ナ
ス

ワ
ン
）」
上
映
会
が
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
Ｊ
Ｓ)
で
あ

も
あ
り
、
大
盛
況
だ
っ
た
よ
う

だ
。
私
は
そ
の
前
週
に
プ
レ
ス

試
写
会
を
同
じ
Ｊ
Ｓ
で
会
社

の
同
僚
と
２
人
で
観
て
き
た
。

「『
３
丁
目
の
夕
日
』
と
『
永
遠

の
０
』
観
ま
し
た
？　

あ
の
映

画
を
監
督
し
た
山
崎
貴
監
督
が

作
っ
て
る
ん
で
す
よ
」
と
同
僚

が
Ｊ
Ｓ
に
向
か
う
道
中
教
え
て

く
れ
た
の
で
、
そ
の
２
作
品
は

共
に
見
て
い
て
Ｃ
Ｇ
で
作
ら
れ

た
映
像
が
実
写
さ
な
が
ら
だ
っ

た
印
象
が
と
て
も
強
か
っ
た
の

で
、
か
な
り
期
待
し
た
。
そ
し

て
映
画
は
、
そ
の
期
待
を
遥
か

に
上
回
る
出
来
栄
え
で
か
つ
面

白
い
作
品
だ
っ
た
。

　

日
本
で
製
作
さ
れ
た
実
写
版

ゴ
ジ
ラ
の
30
作
目
に
あ
た
る
本

作
で
は
、
焦
土
と
化
し
た
戦
後

日
本
を
舞
台
に
、
突
如
姿
を
現

し
た
ゴ
ジ
ラ
が
、
す
べ
て
を
失

っ
た
人
々
を
負
（
マ
イ
ナ
ス
）

に
叩
き
落
す
。
山
崎
貴
監
督
の

得
意
と
す
る
映
像
だ
け
で
な

く
、
浜
辺
美
波
、
山
田
裕
貴
、

青
木
崇
高
、
吉
岡
秀
隆
、
安
藤

サ
ク
ラ
、
佐
々
木
蔵
之
介
ら
出

演
者
た
ち
の
織
り
な
す
人
間
ド

ラ
マ
が
、
ゴ
ジ
ラ
映
画
と
は
思

え
な
い
ス
ト
ー
リ
ー
の
深
さ
と

映
像
の
味
わ
い
で
作
り
出
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
映
画
、
11
月
３

日
に
日
本
で
封
切
り
さ
れ
19
日

ま
で
の
17
日
間
で
、
観
客
動
員

１
８
４
万
人
、
興
行
収
入
28
・

5
億
円
を
超
え
て
い
る
大
ヒ
ッ

ト
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
る
。

11
月
28
日
の
Ｊ
Ｓ
で
の
特
別
上

映
会
は
早
々
と
完
売
し
た
。
12

月
１
日
に
全
米
公
開
に
な
っ
た

の
で
も
う
１
度
観
て
み
た
い
と

い
う
衝
動
を
抑
え
る
の
が
難
し

い
。
登
場
人
物
の
人
間
ド
ラ
マ

が
味
わ
い
深
す
ぎ
て
、
ゴ
ジ
ラ

が
暴
れ
て
い
る
割
に
は
、
そ
の

存
在
感
が
か
す
ん
だ
感
じ
も
否

め
な
い
の
は
、
人
間
ド
ラ
マ
が

色
濃
い
か
ら
だ
ろ
う
か
。
も
ち

ろ
ん
ゴ
ジ
ラ
あ
っ
て
の
映
画

で
、
ゴ
ジ
ラ
が
主
役
な
の
に
は

間
違
い
な
い
が
、
出
来
栄
え
と

し
て
は
ゴ
ジ
ラ
は
脇
役
に
近
い

よ
う
な
作
り
だ
っ
た
と
い
う
印

象
が
残
っ
た
。
本
紙
の
映
画
評

に
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
が
告

知
済
み
。
と
い
う
こ
と
で
、
時

間
の
あ
る
方
、
ホ
リ
デ
ー
シ
ー

ズ
ン
に
ぜ
ひ
お
勧
め
の
映
画
で

は
あ
る
し
、
小
説
の
方
も
監
督

の
思
い
が
伝
わ
る
内
容
な
の
で

一
読
を
。　
　
　
　
　
（
三
浦
）

 ゴジラが脇役の映画か
山崎貴・著
集英社・刊

■素晴らしき世界～もう一度旅へ（吉田修一、集英社文庫）
各地のリゾートで五感を刺激され、湖の静かな佇まいに惹
かれる。旅とともにある日々から得た活力が、これまでの
創作活動につながった。青空の下、世界は素晴らしく、美
しい。それを教えてくれる旅こそが人生を豊かにしてくれ
る。15年にわたり続いた機内誌エッセイ完結編。■共に
明るい（井戸川射子、講談社）早朝のバス、公園の端の野
鳥園、つきあってまもない恋人の家、島への修学旅行、バ
イト先の工場の作業部屋。誰もが抱える痛みや不満、不安、
葛藤。目に見えない心の内に触れたとき、「他人」という
存在が、つながりたい「他者」に変容する。芥川賞受賞作
家による5つの短編集。■汚れた手をそこで拭かない（芦
沢央、文春文庫）きっかけはほんの些細な秘密だった。保
身や油断、猜疑心や傲慢。内部から毒に蝕まれ、気がつけ
ば取返しのつかない場所に立ち尽くしている自分に気づ
く。凶器のように研ぎ澄まされた「取扱い注意」の5つの
ミステリー。第164回直木賞候補作。■「シンプル」な
選択が自律神経を整える理由（小林弘幸、青春出版社）モ
ノや情報がたくさんあることは一見いいことのように思わ
れがちだが、実はこの選択肢の多さが迷いやストレスを生
み、それが自律神経を乱す原因となっている。自律神経を
整え、体も心もベストコンディションで過ごすには「シン
プル」が一番。自律神経研究の第一人者で順天堂大学医学部教授が教えるヒ
ント。■彩無き世界のノスタルジア（行成薫、集英社文庫）裏社会で生きる「交
渉屋」のキダは、ある日両親を殺されたという少女・彩葉と出会い、孤独に
暮らしていたキダの世界に鮮やかな色が満ちていく。しかし、その裏で蠢く
影が次第にキダを飲み込もうとしていた。切なく忘れがたい「企み」の物語。

『名も無き世界のエンドロール』の結末から5年後の物語。■森羅万象　我々
はどこから来て、どこへ行くのか（福岡伸一、扶桑社）『生物と無生物のあ
いだ』の著者、福岡伸一氏が「命とは何か」「人間の知らない生物の美しき
多様性」「DNA研究は新たなステージへ」「フクオカ少年と道の政界への扉」
の4章から生命の謎を追究する科学エンタテインメント。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

15
年
に
わ
た
り
続
い
た
機
内
誌
エ
ッ
セ
イ
。
誰
も
が
抱
え
る
不
安
や
葛
藤
を
描
く
５
つ

の
短
編
集
。
き
っ
か
け
は
些
細
な
秘
密
か
ら
。
体
も
心
も
「
シ
ン
プ
ル
」
が
一
番
。
切
な

く
忘
れ
が
た
い
「
企
み
」
の
物
語
。
生
命
の
謎
を
追
究
す
る
科
学
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
。
デ

パ
ー
ト
の
売
り
場
に
い
た
く
ま

の
ぬ
い
ぐ
る
み
は
、
ク
リ
ス
マ

ス
に
誰
か
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な

り
た
く
て
、
サ
ン
タ
に
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
聞
く
た
め
に
会
い

に
行
こ
う
と
決
心
し
ま
す
。
帽

子
や
ブ
ー
ツ
を
揃
え
て
、
特
別

な
暖
か
い
服
を
着
込
ん
で
、
く

ま
は
つ
い
に
北
極
に
到
着
し
ま

す
。
サ
ン
タ
は
ク
リ
ス
マ
ス
ま

で
に
、
く
ま
の
新
し
い
家
を
見

つ
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　

誰
か
に
買
わ
れ
た
い
テ
デ
ィ

ベ
ア
の
冒
険
や
、
く
ま
を
欲
し

が
っ
た
少
女
と
の
触
れ
合
い
を

描
い
た
物
語
な
ど
４
作
の
連

作
絵
本
の
一
つ
。
原
語
版
は

１
９
６
８
年
に
発
行
、
日
本
で

は
翻
訳
絵
本
と
し
て
１
９
７
５

年
に
出
版
さ
れ
た
。
原
語
の
タ

イ
ト
ル
と
主
人
公
の
名
前
は
、

Corduroy

（
コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
）

だ
が
、
布
と
し
て
の
コ
ー
デ
ュ

ロ
イ
は
日
本
で
「
コ
ー
ル
天
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
た
め
、
本
書

の
日
本
語
版
は
『
コ
ー
ル
テ
ン

く
ん
の
ク
リ
ス
マ
ス
』
と
な
っ

て
い
る
。
長
く
読
み
継
が
れ
て

い
る
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ぴ
っ
た

り
の
心
温
ま
る
物
語
。（
高
田
）

デ
パ
ー
ト
に
い
た
テ
デ
ィ
ベ
ア
の
冒
険

 『A Christmas Wish for Corduroy』
Written by Don Freeman　　
Published by Viking Books 

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://www.hmakabelcsw.com/
tel:2122136069
https://nyseikatsu.com/gallery/
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NYストスナ オシャレは街角から生まれる 143

December

ク
リ
ス
マ
ス
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
公
園
で

  ◇氏名：アリソン・サイモン　（53 歳）
◇職業：弁護士
◇居住地：ウエストチェスター
◇着用の服：コートとバッグは
セリーヌ、ブーツはランバン、
セーターはイルヴェント、サン
グラスはグダー（Goodr）
◇よく利用する店：特になし

◇好きなブランド：セリーヌ
◇着こなしで気をつけているこ
と：着る物の上下をバラバラに
してミックスマッチする。クラ
シックなスタイルをベースに長
く着られるものを購入する
◇撮影場所：ブライアント・パー
ク　　

　「クリスマスには街へ行こう」というリリックスをどこかで聞いた覚えがあ
るが、マンハッタンには数えきれないほどの豆電球と飾りをつけた大きなツ
リーがあちらこちらに登場する。有名なのはロックフェラー・センターの高
さ 80フィート (約 24ｍ )のツリーだが、ブライアント・パークにも 48フィー
ト（約 15ｍ）のツリーのが立てられ、点灯式が終わると、その脇でアイスス
ケートを楽しむ人々などで一帯は急にホリデー気分になる。9.6エーカーのブ
ライアント・パークは夏には芝生となってニューヨーカーたちが団欒したり
夜には屋外映画が上映される公園だが、冬にはアイススケートリンクを中心
に四方がホリデー・ショップやコーヒーショップなどに囲まれ、年中ニュー
ヨーカーのオアシスとなっている。 （ワインスタイン今井絹江、写真も )

　

独
自
の
自
然
由
来
成
分
配
合

で
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に
力
を

入
れ
た
商
品
を
展
開
す
る
、
高

級
基
礎
化
粧
品
会
社
コ
ス
メ
プ

ラ
ウ
ド
ジ
ャ
パ
ン
は
11
月
21
日

夜
、
市
内
の
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
会

館
で
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。　

　

同
社
は
、
年
に
一
度
の
ペ
ー

ス
で
新
製
品
を
発
表
し
て
い
る

が
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
今

年
新
発
売
さ
れ
た
「
ゴ
ー
ル
ド

ネ
ッ
ク
＆
デ
コ
ル
テ
エ
ス
ト
ロ

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ク
リ
ー
ム
」（
小

売
価
格
１
０
０
ド
ル
）
の
特
長

に
つ
い
て
、
同
社
代
表
取
締
役

の
荒
木
勝
也
氏
が
説
明
し
た
。

　

当
日
は
、
ゲ
ス
ト
に
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
＆
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
青
木
恵
子
さ
ん
を

迎
え
美
容
に
関
す
る
講
演
も
行

っ
た
ほ
か
、
同
社
製
品
の
特
売

な
ど
、
盛
沢
山
の
内
容
で
会
場

は
大
変
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

高
級
化
粧
品
の
コ
ス
メ
プ
ラ
ウ
ド

新
製
品
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

青
木
恵
子
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ェ
リ
シ

ア
Ｌ
Ｌ
Ｃ
（
本
社
東
京
、
ヒ

ロ
・
ナ
カ
ヤ
マ
代
表
）
が
展
開

す
る
、
源
氏
物
語
の
世
界
観
を

再
現
し
た
お
香
ブ
ラ
ン
ド
「
ブ

リ
ッ
ジ
・
ア
ン
ド
・
ブ
レ
ン
ド
」

の
「
シ
ッ
ク
ス
・
イ
ン
・
セ
ン

ス
」
が
、
こ
の
ほ
ど
、
日
本
在

住
の
外
国
人
が
選
出
す
る
「
お

も
て
な
し
精
神
に
あ
ふ
れ
た
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
」
に
与
え
ら
れ

る
賞
、「
お
も
て
な
し
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
２
０
２
３
」
を
受
賞
し

た
。

　
「
シ
ッ
ク
ス
・
イ
ン
・
セ
ン

ス
」
は
、
源
氏
物
語
が
生
ま
れ

た
平
安
時
代
を
代
表
す
る
香
り

の
調
合
法
「
六
種
の
薫
物
（
む

く
さ
の
た
き
も
の
）」
を
可
能

な
限
り
忠
実
に
再
現
し
た
お

香
で
、「
梅
花
」「
荷
葉
」「
侍

従
」「
菊
花
」「
落
葉
」「
黒
方
」

の
６
種
の
香
り
を
楽
し
め
る
。

１
０
０
０
年
の
時
を
超
え
て
現

代
に
生
ま
れ
た
懐
か
し
い
日
本

の
香
り
で
、
心
を
整
え
る
時
間

を
演
出
す
る
。
ま
た
、
天
然
香

原
料
を
１
０
０
％
使
用
す
る
だ

け
で
な
く
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
を
意

識
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
淡
路
島

で
手
作
業
で
製
造
、
売
り
上
げ

の
一
部
を
環
境
保
護
団
体
に
寄

付
な
ど
、
環
境
保
全
に
こ
だ
わ

り
を
見
せ
た
展
開
も
受
賞
理
由

に
な
っ
て
い
る
。

　

尚
、
同
社
で
は
、
同
賞
受
賞

を
記
念
し
て
、
25
日
ま
で
に
商

品
を
購
入
し
た
全
員
に
サ
ン
プ

ル
を
進
呈
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

も
実
施
中
。
詳
細
は
、www.

bridgeandblend.com
源氏物語の世界観
再現したお香が受賞
おもてなしセレクション 2023

セミナー参加者の前で挨拶するゲストの青木さん（右）と荒木社長

https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://maliliko.com
http://www.ojfd.com
mailto:kyoko5japan@gmail.com
http://www.salon-oasis.net
http://www.idocenter.com
http://www.bridgeandblend.com
http://www.bridgeandblend.com
http://www.bridgeandblend.com
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Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
（
高
畑
誠

校
長
）
幼
児
部
年
長
組
は
11
月

18
日
、
自
分
の
体
を
好
き
な
ポ

ー
ズ
で
大
き
な
紙
に
な
ぞ
っ
て

描
き
、
そ
こ
に
色
を
塗
り
つ
け

平
面
の
自
分
を
描
い
た
。「
僕

は
好
き
な
靴
を
履
い
て
い
る
ん

だ
」「
私
は
髪
を
縛
っ
て
い
る

の
」
等
々
、
会
話
を
弾
ま
せ
な

が
ら
長
い
髪
、
短
い
髪
、
今
の

服
装
、
好
き
な
服
装
、
ネ
ッ
ク

レ
ス
、
メ
ガ
ネ
を
つ
け
た
り
、

外
し
た
り
、
思
い
思
い
の
「
自

分
」
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
。

ど
の
子
ど
も
達
も
目
を
輝
か

せ
、
友
達
と
会
話
を
楽
し
み
な

が
ら
自
分
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に

夢
中
に
な
っ
て
い
た
。

等身大の
自分の絵
NJ補習校で

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
は
11

月
22
日
、学
校
間
交
流
と
し
て
、

近
隣
の
マ
ニ
ト
ー
小
学
校
の
３

年
生
を
訪
れ
た
。

　

開
会
式
で
は
『Count on Me

』
を
共
に
歌
い
、
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
交
流
を
行
っ
た
。
初

め
て
会
う
友
達
と
、
質
問
を
し

合
う
こ
と
で
親
睦
を
深
め
た
。

こ
の
日
は
感
謝
祭
の
前
日
で
あ

っ
た
た
め
、
マ
ニ
ト
ー
校
の
先

生
が
関
連
し
た
活
動
も
準
備
し

て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
に

つ
い
て
も
理
解
を
深
め
た
。
閉

会
式
で
は
日
本
文
化
で
あ
る
折

り
紙
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し

た
。
マ
ニ
ト
ー
校
の
児
童
は

「Pikachu!

」
と
反
応
し
、
大

変
喜
ん
で
い
た
。
中
に
は
喜
び

が
溢
れ
、
ハ
グ
を
す
る
子
、
握

手
を
求
め
る
子
も
見
ら
れ
た
。

振
り
返
り
で
は「
次
も
楽
し
み
」

「
英
語
が
聞
け
た
。話
せ
た
」「
ア

メ
リ
カ
人
の
友
達
が
で
き
た
」

な
ど
楽
し
さ
を
表
現
す
る
も
の

ば
か
り
で
、
充
実
し
た
交
流
会

と
な
っ
た
。
次
回
は
１
月
に
マ

ニ
ト
ー
校
の
子
ど
も
達
を
迎
え

る
。

現地校と交流
マニトー小学校訪問
NJ日本人学校の児童

　
 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、 
岡
田
雅
彦
校
長
）
の
６
・

９
年
生
は
11
月
29
日
、
社
会
科

移
動
教
室
で
国
際
連
合
日
本
政

府
代
表
部
を
訪
れ
た
。

　

同
代
表
部
で
は
難
波
書
記
官

か
ら
話
を
伺
っ
た
。は
じ
め
に
、

国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
役

割
と
し
て
、
世
界
の
人
々
が
平

和
に
暮
ら
す
た
め
の
社
会
の
秩

序
を
守
り
、
強
化
す
る
と
い
う

こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
ま

た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
な
る
た

国
連
代
表
部
で
学
ぶ

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
６
・
９
年
生

め
に
今
か
ら
す
べ
き
こ
と
と
し

て
、
興
味
や
関
心
の
あ
る
こ
と

に
熱
心
に
取
り
組
み
、
そ
れ
が

将
来
的
に
ど
こ
か
で
世
界
に
結

び
つ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
質
疑
応
答
で
は
多
く
の
児

童
生
徒
が
積
極
的
に
質
問
し
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
難
波
書
記
官

は
丁
寧
に
答
え
て
く
れ
た
。
今

回
の
訪
問
で
は
、
世
界
が
ど
の

よ
う
に
し
て
協
調
し
て
い
く
べ

き
な
の
か
、
ま
た
国
際
社
会
で

日
本
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

い
く
上
で
自
分
達
に
何
が
で
き

る
の
か
な
ど
を
考
え
る
大
変
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
。

国際社会における日本の役割

平和の秩序を守る

　

難
波
書
記
官
（
前
列
中
央
）

の
話
を
聞
い
た
あ
と
全
員
で

記
念
撮
影
す
る
Ｎ
Ｙ
日
本
人

学
校
の
児
童
・
生
徒
た
ち

https://satoricollegeplanning.com/
http://www.gwjs.org
http://maikopiano.com/
http://shidogakuin.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
、
Ｐ
Ｔ
Ｏ

久
保
田
暁
彦
会
長
、
児
童
生
徒

数
１
１
２
人
）
は
11
月
28
日
、

殺
陣
波
濤
流
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

招
き
、
殺
陣
の
公
演
会
を
行
っ

た
。
殺
陣
の
流
れ
る
よ
う
な
美

し
い
動
き
は
歌
舞
伎
か
ら
き
て

い
る
と
い
う
説
明
を
聞
き
、
無

駄
の
な
い
美
し
い
動
き
を
納
得

し
、
現
代
ま
で
つ
な
が
っ
て
い

る
殺
陣
の
歴
史
の
深
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
。
目
の
前
で

繰
り
広
げ
ら
れ
る
演
者
の
真
剣

な
表
情
や
刀
を
使
っ
た
競
り
合

い
に
子
供
た
ち
は
固
唾
を
飲
ん

で
目
を
凝
ら
し
て
い
た
。
映
画

の
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ン
さ
な
が

ら
の
刀
さ
ば
き
に
加
え
、
刀
か

ら
由
来
す
る
数
々
の
日
本
語
の

話
な
ど
に
も
興
味
深
く
聞
き
入

る
様
子
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、

演
者
さ
ん
と
一
緒
に
立
ち
合
い

の
体
験
を
通
し
て
、
刀
裁
き
の

難
し
さ
や
楽
し
さ
を
味
わ
っ

た
。
生
徒
は
「
海
外
に
生
活
す

る
こ
と
で
異
文
化
に
触
れ
る
機

会
が
多
い
中
、
今
日
は
日
本
文

化
の
良
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
た
」「
迫
力
の
あ
る
素
晴
ら

し
い
演
技
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
。
勉
強
に
な
っ
た
」
な
ど
と

感
想
を
話
し
た
。
今
回
の
企
画

は
Ｐ
Ｔ
Ｏ
主
催
で
、
海
外
に
お

い
て
も
日
本
文
化
に
触
れ
る
貴

重
な
機
会
に
な
っ
た
。

　

慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

学
院
（
高
等
部
、
Ｎ
Ｙ
州
パ

ー
チ
ェ
ス
）
は
、
２
０
２
４

年
度
春
季
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ズ
Ⅰ
の
募
集
要
項
を
発
表
し

た
。
応
募
期
間 

は
24
年
１
月

４
日
か
ら
25
日
ま
で
。
ウ
ェ
ブ

通
知
（
第
１
次
選
考
）
は
２

月
16
日
午
後
５
時
。
筆
記
試

験 

は 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
会
場
が

３
月
２
日
と
３
日
、
東
京
会

場
が
３
月
９
日
と
10
日
。 

出

願
に
必
要
な
所
定
用
紙
も
入

試
ポ
ー
タ
ル
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
能
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttps://www.keio.

edu/adm
issions/2024-

admissions-en

を
参
照
す
る
。

　

ま
た
、
日
本
国
内
の
学
院

説
明
会
が
東
京
と
大
阪
で
開

催
さ
れ
る
。
東
京
会
場
は
16

日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
慶

應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ

ス
西
校
舎
ホ
ー
ル
（https://

www.keio.ac.jp/ja/maps/
mita.html

）、
大
阪
会
場
が
17

日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら
慶
應

大
阪
シ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

（https://www.korc.keio.
ac.jp/access/index.html

）

実
施
さ
れ
る
。

　

申
し
込
み
はhttps://

secure.keio.edu/
questionnaire/form

/
form

A
utoC

reate.
aspx?FormatID=1700

慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学
院

春
季
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
Ⅰ

募
集
要
項
を
発
表

　

外
気
温
が
氷
点
下
を
記
録
す

る
ほ
ど
肌
寒
い
11
月
25
日
、
Ｎ

Ｊ
補
習
授
業
校（
高
畑
誠
校
長
）

幼
児
部
年
長
組
で
、
運
動
遊
び

「
忍
者
ご
っ
こ
」
が
行
わ
れ
た
。

運
動
を
忍
法
に
例
え
、
マ
ッ
ト

運
動
や
鉄
棒
を
行
っ
た
。

　

マ
ッ
ト
運
動
で
体
を
ほ
ぐ
し

た
後
、
鉄
棒
を
使
っ
て
、
ぶ
ら

下
が
る
、
体
を
支
持
す
る
こ
と

を
体
験
し
た
。
安
全
に
行
う
た

め
鉄
棒
の
握
り
方
、
手
を
先
に

離
さ
な
い
こ
と
を
伝
え
ら
れ
た

後
実
演
。
子
ど
も
達
は
先
生
か

ら
の
手
本
を
見
な
が
ら
「
で
き

る
！
」「
怖
い
」
等
々
、
口
々

に
感
想
を
述
べ
な
が
ら
、
両
手

の
み
で
ぶ
ら
下
が
る
、
両
手
両

足
を
使
っ
て
ぶ
ら
下
が
る
、
手

と
腹
部
を
使
っ
て
鉄
棒
に
小
鳥

の
よ
う
に
立
つ
（
支
持
す
る
）

こ
と
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
日
本
の

器
械
運
動
と
一
緒
で
、
普
段
の

生
活
で
は
取
り
組
め
な
い
、
特

異
な
動
き
を
す
る
こ
と
で
体
の

感
覚
に
働
き
か
け
る
活
動
で
あ

る
。
子
ど
も
達
の
表
情
は
、
ワ

ク
ワ
ク
し
た
そ
の
目
と
や
り
遂

げ
た
満
足
感
で
一
杯
だ
っ
た
。

忍者ごっこ
NJ補習校

マットや鉄棒で

殺陣公演会を開く
NY日本人学校で

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
で

は
、
１
歳
か
ら
３
歳
の
子
ど
も

を
対
象
に
し
た
親
子
リ
ト
ミ
ッ

ク
ク
ラ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
外

部
か
ら
プ
ロ
の
講
師
を
招
き 

「
聴
い
て
」「
見
て
」「
触
れ
て
」

「
動
い
て
」
音
を
表
現
す
る
こ

と
を
楽
し
む
ク
ラ
ス
。
心
地
良

い
音
楽
や
ピ
ア
ノ
の
音
色
が
流

れ
、名
前
を
呼
ば
れ
て
「
は
い
」

と
い
う
返
事
も
、
音
に
合
わ
せ

て「
は
〜
〜
い
〜
」、時
に
は「
大

工
さ
ん
に
な
っ
て
み
よ
う
！
」

と
大
工
が
屋
根
や
床
を
修
理
す

る
よ
う
に
、
ト
ン
ト
ン
ド
ン
ド

ン
と
楽
器
を
叩
き
な
が
ら
体
を

動
か
し
て
遊
ぶ
。
ク
ラ
ス
を
通

し
て
、
音
を
全
身
で
感
じ
る
だ

け
で
な
く
、
子
ど
も
の
好
奇
心

と
創
造
性
を
刺
激
し
、
感
性
を

豊
か
に
す
る
。

音
感
教
育
楽
し
ん
で

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

https://starchildny.com/
http://www.betteratmath.com
https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
https://miray109.com/
https://www.nyseikatsu.com/category/kohitsu/
https://www.keio.ac.jp/ja/maps/mita.html
https://www.keio.edu/admissions/2024-admissions-en
https://secure.keio.edu/questionnaire/form/formAutoCreate.aspx?FormatID=1700
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学
校
関
係
者
は
し
ば
し
ば
、

帰
国
子
女
の
教
育
に
力
を
入
れ

る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
悩
ま

れ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
答
え
に

つ
い
て
、
２
つ
の
観
点
か
ら
お

話
し
し
ま
す
。

　

１
つ
目
に
、
帰
国
子
女
が
学

業
面
・
精
神
面
の
両
方
で
サ
ポ

ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
生
徒
自
身
に
と
っ
て
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

帰
国
子
女
が
日
本
の
社
会
へ
ス

ム
ー
ズ
に
適
応
す
る
た
め
に

は
、
日
本
語
の
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
不
可
欠
で
す
。
さ
も
な
け
れ

ば
、
学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
苦
労
す
る
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

２
つ
目
は
、
彼
ら
の
継
続
的

な
英
語
力
の
向
上
で
す
。
日
本

で
は
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
は
あ
ま
り

多
く
い
ま
せ
ん
が
、
流
暢
な
英

語
を
話
せ
る
こ
と
で
、
教
育
や

仕
事
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の

場
面
で
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る

の
で
す
。

　

こ
れ
ら
２
つ
か
ら
見
て
も
帰

国
子
女
に
投
資
す
る
こ
と
は
十

分
に
価
値
が
あ
る
と
主
張
で
き

ま
す
が
、
さ
ら
に
今
回
は
、
帰

国
子
女
が
ど
れ
ほ
ど
私
た
ち
の

社
会
を
豊
か
に
す
る
か
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

　

帰
国
子
女
が
変
化
を
も
た
ら

す
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
彼
ら
の

英
語
力
が
あ
り
ま
す
。
学
校
に

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
が
い

る
こ
と
で
、
彼
ら
を
担
当
す
る

教
師
は
英
語
力
の
向
上
を
促
さ

れ
、
彼
ら
が
自
信
を
持
っ
て
英

語
を
話
す
姿
を
見
た
周
り
の
生

徒
も
、
英
語
を
マ
ス
タ
ー
す
る

こ
と
は
可
能
だ
と
認
識
す
る
よ

う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し

た
連
鎖
が
国
全
体
の
英
語
水
準

の
引
き
上
げ
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
実
際
に
帰
国
子

女
に
特
化
し
た
英
語
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
て
い
る
学
校
で

は
、
全
体
の
英
語
水
準
が
高
ま

る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
は
す
べ

て
の
生
徒
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に

な
る
傾
向
で
す
。

　

教
育
界
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
の
世

界
に
目
を
向
け
ま
す
。
特
に
輸

出
入
貿
易
に
依
存
す
る
日
本
で

は
、
自
信
を
持
っ
て
英
語
を
話

せ
る
人
材
は
、
企
業
に
と
っ
て

の
新
た
な
扉
を
開
く
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。
少
な
く
と
も

彼
ら
は
、
企
業
が
見
過
ご
し
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
手
助
け
と

な
る
で
し
ょ
う
。
日
本
が
抱
え

る
英
語
の
壁
に
よ
っ
て
長
年
に

わ
た
り
失
わ
れ
て
き
た
取
引
を

考
え
れ
ば
明
ら
か
で
す
。

　

ま
た
、
帰
国
子
女
や
留
学
生

は
文
化
的
な
適
応
力
も
持
ち
合

わ
せ
て
お
り
、
そ
の
重
要
性
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
リ
ン
・
メ
イ
ヤ
ー
氏
の
著

書
「
カ
ル
チ
ャ
ー
・
マ
ッ
プ
」

の
中
で
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ

だ
け
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
取
り
方
、評
価
の
仕
方
、

信
頼
の
積
み
上
げ
方
に
お
い
て

異
な
る
方
法
を
示
し
て
い
ま

す
。
帰
国
子
女
ア
カ
デ
ミ
ー
も

例
外
で
は
な
く
、
英
語
圏
の
教

師
と
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
が
混
在

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環

境
で
は
誤
解
は
も
と
よ
り
、
不

本
意
に
相
手
を
傷
つ
け
る
、
大

切
な
こ
と
が
伝
わ
ら
な
い
と
っ

た
こ
と
が
簡
単
に
起
こ
り
得
ま

す
。
残
念
な
が
ら
不
信
感
は
す

ぐ
に
芽
生
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

海
外
で
多
文
化
的
な
学
校
環

境
を
経
験
し
た
帰
国
子
女
は
、

多
く
の
場
合
、
文
化
的
な
隔
た

り
を
埋
め
る
こ
と
に
長
け
て
い

ま
す
。
彼
ら
は
「
多
文
化
ネ
イ

テ
ィ
ブ
」
で
あ
り
、
多
様
な
集

団
の
中
で
順
応
し
、
う
ま
く
立

ち
回
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ

て
こ
の
よ
う
な
適
応
力
の
あ
る

人
材
が
、
学
校
や
職
場
で
ど
の

よ
う
な
価
値
を
持
つ
で
し
ょ
う

か
。
彼
ら
の
価
値
を
理
解
す
る

た
め
に
は
、
彼
ら
に
投
資
し
な

か
っ
た
場
合
に
失
わ
れ
る
可
能

性
の
あ
る
機
会
に
つ
い
て
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
帰
国
子
女
は
海
外

に
い
る
間
に
繰
り
返
し
変
化
す

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
彼
ら
は
異
な
る
文
化
の
観

点
を
持
っ
て
戻
っ
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
成
長

と
革
新
を
目
指
す
組
織
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
や
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
で
す
。
帰
国
子

女
は
、
私
た
ち
の
学
習
と
適
応

を
促
す
の
に
程
よ
い
多
様
性
を

提
供
し
て
く
れ
ま
す
。
帰
国
子

女
が
日
本
に
合
わ
せ
る
べ
き
だ

と
異
議
を
唱
え
る
人
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
だ
け

は
信
じ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

彼
ら
は
彼
ら
の
ベ
ス
ト
を
尽
く

し
て
い
ま
す
。
も
し
私
た
ち
が

帰
国
子
女
を
半
ば
強
制
的
に
受

け
入
れ
、
私
た
ち
自
身
も
変
化

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
帰
国
子
女
を
支
援
す
る
こ

と
が
、
賢
明
で
実
り
あ
る
投
資

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
し
ょ

う
。

帰国子女アカデミー　創立者・代表取締役社長  
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私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く

上
で
欠
か
せ
な
い
家
事
、
皆

さ
ん
の
家
で
は
誰
が
や
っ
て

い
ま
す
か
。

　

私
の
家
で
は
今
年
の
一
月
、

母
の
体
調
が
悪
く
な
り
、
私

が
料
理
や
お
皿
洗
い
、
お
弁

当
作
り
な
ど
を
や
ら
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
一

週
間
ほ
ど
の
こ
と
で
し
た
が
、

母
が
い
つ
も
当
た
り
前
の
よ

う
に
や
っ
て
い
た
家
事
は
と

て
も
大
変
だ
と
い
う
こ
と
に

気
が
付
き
ま
し
た
。
私
の
家

で
は
家
事
は
主
に
母
が
や
っ

て
い
ま
す
。
私
は
友
達
や
親

戚
を
見
て
い
て
も
家
事
を
女

性
が
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を

多
く
見
ま
す
。
皆
さ
ん
の
家

庭
で
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
女
性
ば
か
り
が
家
事

労
働
を
す
る
こ
と
に
、
皆
さ

ん
は
疑
問
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。

　

そ
こ
で
私
は
日
本
の
家
事

を
や
っ
て
い
る
男
女
の
割
合

に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
度
の
内
閣
府
男

女
共
同
参
画
局
の
調
査
に
よ

る
と
夫
婦
と
子
供
が
い
る
家

庭
で
妻
が
一
日
に
や
っ
て
い

る
家
事
時
間
二
時
間
十
一
分
、

夫
が
四
十
七
分
で
、
妻
は
夫

の
二
・
八
倍
の
家
事
を
行
っ
て

い
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。

そ
し
て
、
二
〇
一
二
年
に
実

施
さ
れ
た
I
S
S
P
国
際
比

較
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
週
間

に
二
十
時
間
以
上
家
事
を
や

っ
て
い
る
日
本
人
男
性
は
四

%
に
対
し
、
日
本
人
女
性
は

六
十
五
%
に
上
り
、
調
査
対

象
の
国
・
地
域
の
中
で
二
番

目
に
男
女
の
差
が
大
き
い
の

で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
日
本

で
は
女
性
の
方
が
圧
倒
的
に

家
事
を
や
っ
て
い
る
割
合
が

高
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　

次
に
、
専
業
主
婦
の
仕
事

を
給
料
に
換
算
し
て
み
る
と

ど
う
な
る
か
を
調
べ
て
み
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
労
働
時

間
を
七
時
間
、「
賃
金
構
造

基
本
統
計
調
査
」
を
も
と
に

時
給
千
五
百
円
と
し
て
計
算

す
る
と
月
収
三
十
一
万
五
千

円
、
年
収
は
三
百
七
十
八
万

円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
専

業
主
婦
の
仕
事
を
家
事
代

行
と
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の

仕
事
と
し
て
換
算
す
る
計

算
方
法
に
よ
る
と
年
収
は

五
百
十
一
万
五
千
六
百
円
と

な
り
ま
し
た
。
二
〇
二
一
年

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
平
均
年

収
は
四
百
四
十
三
万
円
な
の

で
、
後
者
の
計
算
方
法
だ
と

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
平
均
年
収

を
超
え
る
金
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
専
業
主
婦

は
こ
れ
だ
け
の
仕
事
を
し
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
休
日

や
有
給
休
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
専
業
主
婦

の
仕
事
は
と
て
も
価
値
が
あ

り
、
評
価
さ
れ
る
べ
き
仕
事

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

仕
事
と
家
事
を
両
立
し
て

い
る
女
性
が
増
え
て
い
る
日

本
で
、
こ
の
現
実
は
女
性
の

負
担
が
大
き
い
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
私
は
、
社
会
が
ど
ん
ど

ん
発
展
し
て
い
き
女
性
も
働

く
よ
う
に
な
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
日
本
人
の
考
え
方

が
ま
だ
社
会
の
発
展
に
追
い

つ
い
て
い
な
い
た
め
、
こ
の

よ
う
な
問
題
が
起
こ
っ
た
の

だ
と
も
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
女
性
の
家
事
の
負
担
を

減
ら
す
た
め
に
私
は
家
事
代

行
サ
ー
ビ
ス
や
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
を
利
用
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
今
私
た
ち
が
住

ん
で
い
る
ア
メ
リ
カ
で
は

十
二
歳
以
下
の
子
供
一
人
だ

け
の
留
守
番
は
禁
止
な
ど
子

供
を
守
る
条
例
が
あ
る
た
め
、

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
利
用
す

る
文
化
が
根
付
い
て
い
る
よ

う
で
す
。
二
〇
一
九
年
の

日
本
の
キ
ッ
チ
ン
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
リ
ン
ナ
イ
株
式
会
社

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー
の
利
用
率
が
日
本

は
七
％
に
対
し
ア
メ
リ
カ
は

五
十
二
％
。
な
ん
と
日
本
の

約
七
倍
で
す
。

　

こ
の
数
字
を
み
て
、
私
は
、

国
が
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス
や

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
の
仕

事
の
援
助
を
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。
援
助

を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
家

事
代
行
サ
ー
ビ
ス
や
ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー
な
ど
の
仕
事
が
活

性
化
し
、
会
社
同
士
の
競
争

に
よ
っ
て
値
段
を
安
く
で
き

る
こ
と
で
、
利
用
し
や
す
く

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
し
て
、
女
性
の
家
事

や
育
児
の
負
担
が
減
り
、
家

事
は
無
償
で
行
う
仕
事
で
は

な
く
、
し
っ
か
り
お
金
を
払

っ
て
働
く
の
に
ふ
さ
わ
し
い

仕
事
と
い
う
考
え
方
が
、
今

以
上
に
広
ま
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

家
事
労
働
が
社
会
か
ら
仕
事

と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
、

男
女
の
平
等
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
国
が
家
事

代
行
サ
ー
ビ
ス
や
ベ
ビ
ー
シ

ッ
タ
ー
な
ど
の
仕
事
を
援
助

す
る
こ
と
で
事
業
が
活
性
化

し
、
利
用
し
や
す
く
な
る
こ

と
で
、
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス

や
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
利
用

す
る
家
庭
が
増
え
、
女
性
に

と
っ
て
働
き
や
す
い
社
会
に

な
る
で
し
ょ
う
。

　
　

  　
（
滞
米
１
年
３
か
月
）

　

多
様
性
と
は
、
あ
る
集
団

の
中
で
年
齢
や
性
別
、
人
種

な
ど
が
異
な
る
人
が
い
る
中

で
そ
の
個
性
が
認
め
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
ん
な

多
様
性
の
違
い
を
、
私
は
こ

の
夏
の
一
時
帰
国
中
に
行
っ

た
学
校
で
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
ず
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の

学
校
に
お
け
る
一
番
違
う
点

は
、
先
生
が
入
れ
墨
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
ア
メ
リ
カ
に

来
て
す
ぐ
小
学
校
に
行
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
6
年
生
の

ほ
ぼ
全
員
の
先
生
に
入
れ
墨

が
入
っ
て
い
て
凄
く
驚
き
ま

し
た
。
日
本
で
は
入
れ
墨
を

し
て
い
る
先
生
は
い
な
い
の

で
、
こ
れ
も
多
様
性
の
一
つ

な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

他
に
は
、
生
徒
た
ち
が
自

由
な
髪
色
を
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
な
か
で
も
、
今
ま
で

は
金
髪
だ
っ
た
の
に
次
の
日

に
な
っ
た
ら
黒
髪
に
な
っ
て

い
た
り
し
た
こ
と
に
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
校

則
で
髪
の
毛
を
染
め
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
け
れ
ど
、

ア
メ
リ
カ
は
自
由
に
染
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
さ
す

が
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
学
校
で

は
制
服
が
な
い
の
で
み
ん
な

が
自
由
な
服
を
着
て
自
分
ら

し
さ
を
出
し
て
い
る
な
、
と

も
思
い
ま
す
。

　

私
の
通
っ
て
い
た
ア
メ
リ

カ
の
小
学
校
や
中
学
校
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
が
い
る

の
も
多
様
性
だ
な
と
思
い
ま

す
。
日
本
に
も
外
国
の
人
は

い
る
け
れ
ど
、
ア
メ
リ
カ
の

 「
日
本
人
の
家
事
負
担
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
原　

礼
佳

 「
か
ん
た
ん
な

　

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
レ
シ
ピ
」

　
　
　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
沼　

歩
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中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
之
内　

虹

　

み
な
さ
ん
は
料
理
を
作
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
僕

は
、
一
人
で
作
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

僕
は
カ
レ
ー
が
大
好
き
な
の

で
、
カ
レ
ー
を
作
っ
て
見
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
お
母
さ
ん
に
レ
シ
ピ

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
る
材

料
は
、
牛
肉
を
３
０
０
グ
ラ

ム
、
じ
ゃ
が
い
も
を
４
つ
、

に
ん
じ
ん
を
３
本
、
玉
ね
ぎ

を
一
つ
、
カ
レ
ー
ル
ー
と
、

サ
ラ
ダ
油
で
す
。

　

最
初
に
、
お
肉
、
じ
ゃ
が

い
も
、
に
ん
じ
ん
を
一
口
サ

イ
ズ
に
し
ま
す
。
食
べ
や
す

い
サ
イ
ズ
に
す
る
こ
と
は
大

切
で
す
。
次
に
、
玉
ね
ぎ
を

く
し
切
り
に
し
ま
す
。
そ
の

後
に
、
サ
ラ
ダ
油
を
な
べ
に

入
れ
て
、
玉
ね
ぎ
が
や
わ
ら

か
く
な
る
ま
で
ず
っ
と
い
た

め
ま
す
。
甘
く
な
る
し
、
食

感
も
よ
く
す
る
た
め
で
す
。

そ
れ
が
終
わ
っ
た
ら
、
お
肉

を
な
べ
に
入
れ
て
、
表
面
の

色
が
完
全
に
か
わ
る
ま
で
い

た
め
ま
す
。

　

次
に
、
に
ん
じ
ん
と
じ
ゃ

が
い
も
を
加
え
て
、
水
も
い

っ
し
ょ
に
入
れ
ま
す
。
あ
つ

り
ょ
く
を
８
分
か
け
ま
し
ょ

う
。
材
料
が
や
わ
ら
か
く
な

っ
た
ら
、
カ
レ
ー
ル
ー
を
入

れ
ま
し
ょ
う
。
最
後
に
、
十

分
か
ら
十
五
分
に
こ
み
ま
す
。

こ
れ
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
で

き
あ
が
り
で
す
。

　

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
る

と
、
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
だ
か
ら
、
次
か
ら
が

ん
ば
っ
て
料
理
を
手
伝
い
ま

す
。

　
　

  　
（
滞
米
５
年
２
か
月
）

 「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ

『
ブ
ナ
の
木
館
の
謎
』」

　
　
　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
補
習
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
岸　

キ
リ
ル

　

僕
は
、
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説

や
刑
事
ド
ラ
マ
が
大
好
き
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
主
人
公
が

犯
人
が
使
っ
た
ト
リ
ッ
ク
や

色
々
な
謎
を
科
学
や
推
理
を

通
し
て
解
い
て
い
く
の
が
、

ワ
ク
ワ
ク
す
る
か
ら
で
す
。

な
の
で
、
夏
休
み
に
も
い
く

つ
か
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー

ム
ズ
の
小
説
を
読
み
ま
し
た
。

今
日
は
、「
ブ
ナ
の
木
館
の
謎
」

に
つ
い
て
感
想
文
を
書
き
ま

す
。

　

こ
の
お
話
は
、
シ
ャ
ー
ロ

ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
が
バ
イ
オ

レ
ッ
ト
と
い
う
女
性
に
頼
ま

れ
て
、
ブ
ナ
の
木
館
で
起
こ

る
奇
妙
な
出
来
事
の
謎
を
と

く
お
話
で
す
。
バ
イ
オ
レ
ッ

ト
は
ル
ー
カ
ッ
ス
ル
夫
妻
に

家
庭
教
師
と
し
て
雇
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
館

で
は
開
か
ず
の
間
が
あ
っ
た

り
、
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
も
特
定

の
服
を
着
る
よ
う
に
言
わ
れ

た
り
、
髪
を
切
る
よ
う
に
言

わ
れ
た
り
、
奇
妙
な
出
来
事

が
多
く
起
こ
り
ま
す
。
バ
イ

オ
レ
ッ
ト
の
依
頼
を
受
け
た

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ

が
謎
解
き
を
し
て
、
見
事
に

開
か
ず
の
間
に
閉
じ
こ
め
ら

れ
て
い
た 

ル
ー
カ
ッ
ス
ル
氏

の
前
妻
の
娘
ア
リ
ス
を
助
け

だ
す
の
で
す
。

　

こ
の
お
話
の
中
で
、
僕
が

一
番
好
き
な
の
は
、 

シ
ャ
ー
ロ

ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
が
推
理
を

し
て
謎
を
解
い
て
行
く
場
面

で
す
。特
に
、 

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・

ホ
ー
ム
ズ
が
開
か
ず
の
間
の

中
に
ア
リ
ス
が
閉
じ
こ
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
、
頭
の
中

で
考
え
る
だ
け
で
見
つ
け
だ

し
た
の
に
は
、「
流
石
だ
！
」

と
感
動
し
ま
し
た
。
で
も
、 

ル

ー
カ
ッ
ス
ル
氏
が
娘
を
閉
じ

込
め
た
理
由
が
、
娘
が
相
続

す
る
遺
産
の
た
め
だ
っ
た
と

わ
か
っ
た
時
は
、
お
金
の
た

め
に
父
が
娘
に
こ
ん
な
こ
と

を
す
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
不

思
議
に
思
い
ま
し
た
。

　

僕
は
こ
れ
か
ら
も 

シ
ャ
ー

ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
や
ア
ル

セ
ー
ヌ
・
ル
パ
ン
全
集
を
た

く
さ
ん
読
ん
で
、
本
の
世
界

で
た
く
さ
ん
の
謎
解
き
を
体

験
し
た
い
で
す
。
で
も
、実
は
、

僕
が
一
番
好
き
な
の
は
、
科

学
で
犯
人
を
突
き
止
め
る
「
科

捜
研
の
女
（
朝
日
テ
レ
ビ
）」

で
す
。

　
　
　
　
　

  　
（
滞
米
１
年
）

ほ
う
が
外
国
の
人
を
受
け
入

れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
そ
し
て
差
別
が
な
く
、

み
ん
な
が
仲
良
く
遊
ん
だ
り

話
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
も

い
い
こ
と
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
以
外
で
も
多
様
性
の

違
い
を
感
じ
ま
す
。
学
校
だ

け
で
な
く
、
い
ろ
ん
な
職
場

に
は
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
い

ま
す
。
国
が
違
っ
た
り
若
か

っ
た
り
と
、
い
ろ
ん
な
人
が

働
け
る
職
場
が
あ
る
と
い
う

の
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
な

と
感
じ
ま
す
。
昔
は
女
性
は

働
け
な
か
っ
た
け
れ
ど
今
で

は
夫
婦
そ
ろ
っ
て
働
い
た
り

す
る
の
も
普
通
に
な
っ
て
き

て
い
て
、
こ
れ
も
多
様
性
の

一
つ
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
み
ん
な
が
自
分

ら
し
さ
を
も
っ
て
毎
日
を
楽

し
ん
で
る
よ
う
に
も
思
い
ま

す
。
み
ん
な
が
や
り
た
い
こ

と
を
や
っ
た
り
、
見
た
い
も

の
を
見
た
り
す
る
こ
と
は
多

様
性
に
も
深
く
関
係
し
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
で

は
差
別
が
な
く
な
っ
て
き
て

い
て
多
様
性
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
い
ろ
ん
な
人

た
ち
が
住
み
や
す
く
自
分
の

好
き
な
こ
と
を
で
き
る
国
に

な
っ
て
き
て
い
る
ア
メ
リ
カ

は
、
と
て
も
す
ご
い
国
だ
な

と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に

は
多
様
性
が
あ
り
、
み
ん
な

が
み
ん
な
で
い
ら
れ
る
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
い
い

と
こ
ろ
は
い
ろ
ん
な
国
も
真

似
し
て
い
っ
た
ほ
う
が
い
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

  　
（
滞
米
１
年
７
か
月
）

https://japaneseschool.org
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ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ー
に
暮
ら
す

　

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ー
と
い
う
名
前
に
は
ど
こ
か
古

め
か
し
さ
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
広
大
な
ク
イ
ー
ン
ズ
の
一

角
は
、
１
８
９
８
年
以
来
独
立
し
た
行
政
区
で
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
現
代
の
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ー
に
時
代
遅
れ
の

も
の
は
な
い
。
か
つ
て
は
製
造
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
の
街

は
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
、
5
つ
の
行
政
区
で
最
も
比
類
の
な
い

発
展
的
地
域
へ
と
変

貌
を
遂
げ
て
い
る
。

　

ク
イ
ー
ン
ズ
区
北

西
部
に
広
が
る
ロ
ン

グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ

ィ
ー
の
広
さ
は
、
そ

の
建
物
の
高
さ
に
比

例
す
る
。
水
辺
の
モ

ダ
ン
な
ス
カ
イ
ワ
ー

ド
タ
ワ
ー
の
住
宅
か

ら
は
、
豪
華
な
川
と

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
東
に
は
、
時

代
を
超
越
し
た
タ
ウ

ン
ハ
ウ
ス
、
魅
力
的

な
低
層
コ
ン
ド
ミ
ニ

ア
ム
、
工
場
を
改
造

し
た
ロ
フ
ト
な
ど
が

混
在
し
て
い
る
。

　

写
真
の
部
屋
は
、

ハ
ン
タ
ー
ズ
ポ
イ
ン

ト
の
中
心
部
に
あ
る
高
級
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
で
、
１
２
１
６
平

方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
が
あ
り
、
角
部
屋
に
な
っ
て
お
り
現
在
購

入
が
可
能
だ
。
南
向
き
と
西
向
き
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
、
自
然
光
が

ふ
ん
だ
ん
に
入
る
。
川
沿
い
の
静
か
な
景
色
で
目
覚
め
、
夕
方

に
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
の
街
の
灯
り
が
煌
め
き
で
く
つ
ろ
ぎ

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
る
。
価
格
は
１
５
５
万
ド
ル
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
７
１
８
・
２
１
０
・
４
０
５
１
、

Ｅ
メ
ー
ルTed.Matsumoto@corcoran.com  

松
本
さ
ん

（
写
真
提
供
・
コ
ー
コ
ラ
ン
不
動
産
）

　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
交
通
局

（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
の
諮
問
委
員
会
は

30
日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
特
定

区
間
に
乗
り
入
れ
る
乗
用
車
に

15
ド
ル
（
約
２
２
０
０
円
）
を

課
す
「
渋
滞
税
」
の
最
終
勧
告

を
発
表
し
た
。
最
終
勧
告
を
も

と
に
公
聴
会
な
ど
を
通
じ
審
議

を
重
ね
、
早
け
れ
ば
２
０
２
４

年
春
の
導
入
開
始
を
目
指
す
。

　

最
終
勧
告
で
は
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
60
丁
目
以
南
に
入
る
乗

用
車
に
は
１
日
１
回
通
行
料
と

し
て
15
ド
ル
が
徴
収
さ
れ
る
。

商
用
ト
ラ
ッ
ク
は
36
ド
ル
徴
収

さ
れ
る
。
タ
ク
シ
ー
は
乗
り
入

れ
１
回
に
つ
き
１
・
25
ド
ル
、

ウ
ー
バ
ー
な
ど
の
配
車
ア
プ
リ

は
乗
り
入
れ
１
回
２
・
50
ド
ル

の
料
金
が
取
ら
れ
る
。
徴
収
さ

れ
る
時
間
は
平
日
は
午
前
５
時

か
ら
午
後
９
時
ま
で
、
週
末
は

午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま

で
。
ま
た
低
所
得
の
ド
ラ
イ
バ

ー
は
毎
月
10
回
目
以
降
は
50
％

割
引
さ
れ
る
こ
と
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
全
米
で

初
と
な
る
渋
滞
税
は
今
年
７
月

に
米
国
運
輸
省
の
一
部
門
で
あ

る
連
邦
道
路
管
理
局
が
承
認
し

た
（
＝
本
紙
７
月
５
日
号
既
報

＝
）。
Ｎ
Ｙ
市
で
は
運
転
手
１

人
当
た
り
年
間
１
１
７
時
間
ほ

ど
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
の

試
算
が
あ
る
ほ
ど
深
刻
だ
。
渋

滞
税
導
入
に
よ
り
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
中
心
部
を
往
来
す
る
車
両

は
１
日
当
た
り
最
大
14
万
台
減

少
す
る
と
試
算
さ
れ
て
お
り
、

渋
滞
が
緩
和
さ
れ
大
気
汚
染
も

改
善
さ
れ
る
と
利
点
は
明
白
と

さ
れ
る
。

　

し
か
し
最
終
勧
告
に
は
反
対

の
声
も
強
く
、
運
輸
労
働
組
合

の
国
際
委
員
長
で
も
あ
る
ジ
ョ

ン
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
セ
ン
氏
は
発

表
当
日
の
30
日
、
追
加
料
金
を

払
う
余
裕
の
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー

を
助
け
る
に
は
十
分
で
は
な
い

な
ど
と
抗
議
し
て
Ｍ
Ｔ
Ａ
の
諮

問
委
員
会
を
辞
任
し
た
。
渋
滞

税
の
全
額
免
除
を
求
め
て
き
た

タ
ク
シ
ー
業
界
は
落
胆
の
色
が

隠
せ
ず
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ

ク
シ
ー
労
働
者
同
盟
の
バ
イ
ラ

ビ
・
デ
サ
イ
事
務
局
長
は
「
労

働
力
全
体
を
壊
滅
さ
せ
る
」
と

述
べ
た
。

　

ス
タ
テ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ビ

ト
ー
・
フ
ォ
セ
ラ
区
長
は
、
ド

ラ
イ
バ
ー
が
有
料
ゾ
ー
ン
を
迂

回
す
る
こ
と
に
よ
り
ス
タ
テ
ン

ア
イ
ラ
ン
ド
の
渋
滞
が
ひ
ど
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
「
大
気
汚

染
は
さ
ら
に
悪
化
し
、
交
通
状

況
は
さ
ら
に
悪
化
す
る
だ
ろ

う
」
と
批
判
し
て
い
る
。
ブ
ロ

ン
ク
ス
区
で
も
ト
ラ
ッ
ク
交
通

の
ル
ー
ト
変
更
で
喘
息
発
生
率

が
さ
ら
に
悪
化
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
懸
念
の
声
が
あ
る
。

　

隣
接
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
の
州
当
局
は
Ｎ
Ｙ
州
が
住
民

に
新
た
な
通
行
料
を
過
剰
に
負

担
さ
せ
て
い
る
と
非
難
、
導
入

差
し
止
め
を
求
め
、
課
金
を
承

認
し
た
連
邦
政
府
を
相
手
取
っ

て
今
年
７
月
に
連
邦
訴
訟
に
踏

み
切
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｊ
州
フ
ォ

ー
ト
リ
ー
の
マ
ー
ク
・
ソ
コ
リ

ッ
チ
区
長
と
呼
吸
器
疾
患
に
苦

し
む
住
民
の
グ
ル
ー
プ
も
11
月

１
日
、
完
全
な
環
境
調
査
が
行

わ
れ
な
い
限
り
実
施
を
差
し
止

め
る
よ
う
Ｍ
Ｔ
Ａ
と
Ｎ
Ｙ
州
お

よ
び
連
邦
当
局
を
相
手
取
っ
て

連
邦
集
団
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

　

Ｍ
Ｔ
Ａ
は
す
で
に
渋
滞
税
に

よ
る
収
入
を
設
備
投
資
計
画
に

織
り
込
ん
で
お
り
、
訴
訟
が
長

引
け
ば
線
路
や
駅
の
修
理
、
新

車
両
導
入
な
ど
が
遅
れ
る
と
見

ら
れ
て
い
る
。

　

渋
滞
税
は
ロ
ン
ド
ン
、
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
大
学
ル
ー
デ
ィ
ン
交
通

セ
ン
タ
ー
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
サ
ラ
・
カ
ウ

フ
マ
ン
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら

の
都
市
で
は
開
始
か
ら
半
年
ほ

ど
は
市
民
か
ら
反
発
が
あ
っ
た

が
最
終
的
に
は
支
持
が
拡
大
し

た
と
い
う
。

Ｎ
Ｙ
市
の
渋
滞
税
の
最
終
勧
告
発
表

来
春
導
入
目
指
す
も
反
対
の
声
多
い

・免責事項・
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 EVENT　
■サンタコン＝ 12/9　10:00-20:00  市内各地　サン
タクロースの仮装をして、朝から市内のバーやパブ
をはしごして街を練り歩く恒例イベント。サンフラ
ンシスコで発祥し、世界 354 都市、47 か国で開催
されているワールドワイドなイベント。誰でも参加
可能だが全身仮装必須。集合場所などは直前に SNS
にて公開される。詳細は https://santacon.nyc/
■ NYC ホリデーマーケット＝今年も市内各地で開
催中。アート作品、ジュエリー、オリジナル商品や
飲食のポップアップ店がずらりと軒を連ねる。世界
にひとつだけの贈り物を見つけよう。ブライアント
パーク（1/2 まで）、コロンバスサークル（12/31 ま
で）、ユニオンスクエア（12/24 まで）
詳細は https://kewlstreet.com/pages/market-place

CLASS/SEMINAR
■オンライン無料座談会「アジア人としての生きづ
らさを一緒に語りませんか？」＝ 12/9　14:00  コ
ロナ禍でクローズアップされた「アジアンヘイトク
ライム」。アメリカでのアジア人としての生きづら
さ、不安や精神的な落ち込みについて話し合う。座
長はNY日系人会理事のブロディー愛子さん。参加
費無料。要予約。
詳細は https://www.fl atjp.org

THEATRE/DANCE
■演劇「Export Quality」＝ 12/3 ～ 12/17　HERE 
Arts Center（145 6th Ave,）フィリピンからメール
オーダーブライドと呼ばれる結婚紹介システムで米
国に渡った女性たちの実話の事件をもとにした舞
台。演出はNYを拠点に活動する演出家・河原その
子が担当。上演時間 85 分（休憩なし）。上演時間は
火曜～土曜が午後 8時 30 分から、水・土・日曜は
午後 4時からのマチネ公演。上演入場料：$35
詳細は https://here.org/
■メトロポリタンオペラ「魔笛」ホリデー特別公
演＝ 12/8 ～ 12/30 　The Metropolitan Opera（30 
Lincoln Center Plaza）ホリデーシーズンに毎年開催

するファミリー向け特別公演。通常 3時間弱の公演
をファミリー向けに 110 分に短縮したもので、モー
ツアルトのおとぎ話を英語で歌う。12/10 午後 2時
の公演前の正午 12 時からは、その日のチケットが
あれば誰でも無料で参加できるホリデー・オープン
ハウスを開催。メットの舞台裏見学や芸術スタッフ
による実演体験、音楽鑑賞ができる。入場料：$37
から詳細は https://www.metopera.org
■ニューヨーク・シティ・バレエ「ジョージ・バラ
ンシンのくるみ割り人形」＝ 12/31 まで　David H. 
Koch Theater（20 Lincoln Center Plaza）ホリデー
シーズンを彩る毎年恒例の演目で子供から大人まで
楽しめるチャイコフスキーの名作。150 人以上のダ
ンサーが美しい衣装を身にまとい、豪華な舞台セッ
トのもとでお菓子の国へと誘う。入場料：$55 から
詳細は https://www.nycballet.com
■第 46 回ビッグアップルサーカス公演＝ 2024/1/1
まで　リンカーンセンターのダムロッシュ広場に設
置された特設テントにて上演。今年は 1976 年に設
立されたドイツ・ベルリンを拠点とするサーカス・
ロンカッリを迎え「虹への旅」をテーマに、去年と
は内容を一新したパフォーマンスを披露。動物は使
わずピエロやダンサー、曲芸師が楽団の生演奏とと
もに会場を盛り上げる。入場料：$24.95 から  
詳細は https://www.bigapplecircus.com/
■「クリスマス・スペクタキュラー」＝ 2024/1/1
ま で　Radio City Music Hall（1260 Avenue of the 
Americas）1933 年の初演以来続くロケッツの一糸
乱れぬ伝統的なラインダンスのほか、サンタクロー
スやトナカイ、おもちゃの兵隊など、次々と舞台シー
ンが変わり子供から大人まで楽しめるショー。入場
料：$52 から
詳細は https://www.rockettes.com/christmas/

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ART
■古賀崇洋と中村弘峰 2人展 「Classical Mutation」
＝ 12/14 ～ 2024/1/14   Now Here（40 Wooster St.）
陶芸家・古賀崇洋と人形師・中村弘峰の作品展。日
本の伝統的な美意識や工芸を背景にしながら革新的
な作品を制作するアーティストたちの技術と表現、
伝統と革新、動と静が渾然一体となった作品を展
示する。オープニングレセプションは 12/14 午後 6
時から、要予約。入場無料。
詳細は https://www.nowhere-nyc.com/
■ 第 4 回「PRINTS ON B’DWAY」 ＝ 12/16 ま で   
Gallery Max New York（552 Broadway, Suite 401）
年末恒例となったプリント展で、今回も日本と
ニューヨークのアーティストたちが参加。版画家・
写真家・CG 作家ら 14 人が銅版・石版・木版・シ
ルクスクリーン、デジタルプリントなどによる作品
約 40 点を発表する。オープニングレセプションは
12/9 午後 5時～ 7時。入場無料。
詳細は https://artspheres.org/

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
板
東
綾
子
の
個
展

「Look at the Sky

」
が
20
日

（
水
）
か
ら
２
０
２
４
年
２
月

20
日
（
火
）
ま
で
、
金
融
街
の

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ

ー
（
メ
イ
デ
ン
レ
ー
ン
80
番
地

14
階
）
で
開
催
さ
れ
る
。

　

板
東
に
と
っ
て
同
会
場
で
の

個
展
は
２
０
１
９
年
以
来
４
回

目
。
今
回
は
14
年
か
ら
始
め
た

永
遠
（
と
わ
）
の
光
シ
リ
ー
ズ

に
加
え
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の

作
品
も
数
点
加
え
て
展
示
す

る
。
板
東
は
「
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク

シ
に
は
、
自
分
の
精
神
的
な
成

長
や
好
転
を
示
し
、
良
い
意
味

で
の
『
変
容
』
を
遂
げ
る
と
い

う
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
例
え
が

あ
り
ま
す
。
忙
し
い
中
で
も

日
々
、
空
を
見
上
げ
る
ぐ
ら
い

心
に
余
裕
を
持
ち
、
希
望
を
抱

い
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
生
き
て
い

く
事
が
と
て
も
大
切
だ
と
思

い
、
永
遠
の
光
シ
リ
ー
ズ
も
少

し
ず
つ
変
化
し
な
が
ら
描
き
続

け
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
る
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

は
20
日
（
水
）
午
後
５
時
か
ら

７
時
ま
で
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は

平
日
午
前
11
時
か
ら
午
後
５

時
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://artspheres.org/ 

板東綾子
NYで個展

Look at the Sky

　

ク
イ
ー
ン
ズ
・
ア
ー
ト
フ
ァ

ン
ド
の
助
成
対
象
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
し
て
、
作
曲
家
・
金
澤
恵

之
の
歌
曲
を
世
界
初
演
す
る
コ

ン
サ
ー
ト
「
金
子
み
す
ゞ
の
世

界
」
が
14
日
（
木
）
午
後
６
時

か
ら
、
ハ
ン
タ
ー
ズ
ポ
イ
ン
ト

に
あ
る
ク
イ
ー
ン
ズ
図
書
館

（47-40 Center blvd.

）
に
て

開
催
さ
れ
る
。

　

日
本
の
童
謡
詩
人
金
子
み

す
ゞ
の
生
誕
１
２
０
周
年
を
記

念
し
た
、
日
・
英
両
語
で
作
曲

さ
れ
た
歌
曲
コ
ン
サ
ー
ト
。
ひ

と
つ
の
詩
に
対
し
て
、
日
本
語

と
対
訳
の
英
語
の
曲
を
個
別
に

作
曲
す
る
と
い
う
、
世
界
で
も

類
の
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
歌
曲
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
出
演
は
金
澤
の

ほ
か
、中
川
直
子（
ソ
プ
ラ
ノ
）、

市
川
純
子（
ピ
ア
ノ
）、マ
リ
サ
・

カ
ー
チ
ン
（
ソ
プ
ラ
ノ
）。

　

入
場
無
料
。
会
場
は
地
下

鉄
７
番
線
バ
ー
ノ
ン
・
ブ
ー

ル
バ
ー
ド-

ジ
ャ
ク
ソ
ン
・

ア
ベ
ニ
ュ
ー
駅
か
ら
徒
歩
５

分
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

satoshi@satoshikanazawa.
com

ま
で
。

 

星
の
島
句
会

枯
園
ゆ
く
形
な
き
も
の
に
躓
く 

森
本
由
美
子　
　

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
闇
よ
り
出
で
て
花
と
な
る 

亀
田
種
子

白
き
山
隠
し
て
動
か
ぬ
冬
の
雲  

藤
井
マ
サ
太
郎

冬
菜
畑
踏
切
高
く
鳴
っ
て
お
り 

江
坂
衣
代

枯
園
の
人
寄
せ
つ
け
ぬ
鉄
の
椅
子 

太
田
風
子

hoshinoshima819@gmail.com
金
子
み
す
ゞ
の
世
界

金
澤
恵
之
が
日
英
両
語
で
作
曲

14
日
ク
イ
ー
ン
ズ
図
書
館
で

「
山
口
県
人
集
ま
ろ
う
！
」

     

Ｎ
Ｙ
で
第
２
回
懇
親
会　

１
月
19
日
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
で 

　

Ｎ
Ｙ
山
口
県
人
会
は
１
月
19

日
（
金
）
午
後
６
時
３
０
分
か

ら
午
後
９
時
ま
で
、
日
系
人
会

館
（
西
45
丁
目
49
番
地
５
階
）

で
第
２
回
懇
親
会
を
開
催
す

る
。
山
口
県
出
身
者
の
み
な
ら

ず
、
学
生
時
代
を
山
口
県
で
過

ご
し
た
人
や
転
勤
な
ど
で
山
口

に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
る
な
ど
、

山
口
ゆ
か
り
の
方
の
参
加
も
大

歓
迎
。
会
費
は
大
人
50
ド
ル
、

子
供
（
18
歳
以
下
）
20
ド
ル
、

軽
食
込
み
。
問
い
合
わ
せ
・
参

加
申
し
込
み
は
12
月
31
日（
日
）

ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ル　

murata@
jlgc.org　

村
田
さ
ん
。

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905〜 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

http://brooklyntime.net
http://www.startsnewyork.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.flowcode.com/page/territerui?utm_term=bchdCIiSU#fid=bchdCIiSU&c=df3b8001-82cc-4905-8628-638479642c38-SSE:1670700937
https://santacon.nyc/
https://kewlstreet.com/pages/market-place
https://here.org/
https://www.metopera.org
https://www.nycballet.com
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https://www.nowhere-nyc.com/
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旅
で
一
番
し
ん
ど
い
の
は
初

日
の
夜
か
も
し
れ
な
い
。
や
は

り
眠
れ
な
い
。
時
差
ぼ
け
に
加

え
て
こ
の
暑
さ
、
友
人
か
ら
ア

テ
ネ
は
熱
波
の
警
報
が
出
て
い

る
と
知
ら
さ
れ
た
。
寝
つ
か
れ

な
い
ま
ま
夜
が
明
け
て
き
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
以
上
の
努
力
は

無
駄
な
の
で
諦
め
て
７
時
早
々

に
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
上
が
る
。

備
え
付
け
の
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ

て
、
オ
ー
ナ
ー
か
ら
教
え
て
も

ら
っ
た
近
く
の
ス
ー
パ
ー
に
出

か
け
る
。
た
っ
た
３
分
の
距
離

だ
が
、
暑
さ
で
歩
く
の
が
と
て

も
し
ん
ど
い
。
倉
庫
か
と
思
う

よ
う
な
ビ
ル
の
中
に
お
し
ゃ
れ

度
ゼ
ロ
の
店
が
入
っ
て
い
た
。

店
の
品
揃
え
は
ま
あ
ま
あ
で
、

珍
し
い
品
が
並
ぶ
良
い
感
じ
の

ス
ー
パ
ー
で
あ
っ
た
。
さ
す
が

本
場
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
充
実
し

て
お
り
、
野
菜
も
陽
に
浴
び
て

す
く
す
く
と
育
っ
た
で
あ
ろ
う

立
派
な
も
の
が
並
ん
で
い
る
。

ハ
ム
、
野
菜
、
パ
ン
や
、
水
や

ジ
ュ
ー
ス
を
買
う
。
出
口
付
近

の
え
ら
く
セ
ン
ス
の
悪
い
シ
ョ

ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
と
ベ
ー
カ
リ
ー

が
あ
っ
た
の
で
、
パ
ン
を
買
っ

た
ら
お
ば
さ
ん
が
私
た
ち
に
お

菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ

た
。
こ
こ
の
人
は
無
愛
想
に
見

え
る
が
実
は
大
層
親
切
で
あ
る

よ
う
だ
。
女
性
は
皆
大
変
な
美

形
で
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
の
よ
う
な

顔
立
ち
を
し
て
、
そ
れ
を
意
識

し
た
メ
イ
ク
を
し
て
い
る
。
こ

の
ギ
リ
シ
ャ
女
性
が
そ
の
ま
ま

彫
刻
に
な
っ
た
の
か
は
わ
か
ら

な
い
が
、
ギ
リ
シ
ャ
系
ア
メ
リ

カ
人
の
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ア
ニ

ス
ト
ン
を
代
表
に
ギ
リ
シ
ャ
に

は
独
自
の
美
が
あ
る
よ
う
に
思

う
。

　

さ
て
、
昨
日
時
間
切
れ
で
行

け
な
か
っ
た
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
に

朝
食
を
済
ま
せ
て
か
ら
出
か
け

て
行
く
。
え
ら
く
ご
っ
た
返
し

て
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
を
彷
彿

さ
せ
る
街
を
抜
け
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
会
場
を
横
目
に
な
ん
と

か
着
い
た
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
で
あ

る
が
、
あ
ま
り
の
高
温
で
正
午

に
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
。
確
か
に

一
旦
丘
を
登
り
始
め
た
ら
木
陰

も
水
も
な
い
。
そ
の
時
の
手

元
のiPhone

は
１
０
４
度
を

さ
し
て
い
た
。
昨
日
に
引
き
続

き
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
に
は
縁
が
な

い
。
明
日
は
朝
早
く
に
ミ
コ
ノ

ス
に
フ
ェ
リ
ー
で
出
か
け
る
の

で
、
島
巡
り
が
終
わ
っ
て
帰
っ

て
く
る
最
後
の
日
に
も
う
一
度

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。
仕
方
な
い

の
で
隣
に
あ
る
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス

考
古
学
博
物
館
に
入
る
こ
と
に

し
た
。
が
、大
正
解
で
あ
っ
た
。

空
調
の
効
い
た
館
内
は
非
常
に

快
適
で
、
お
び
た
だ
し
い
数
の

彫
刻
や
調
度
品
が
並
べ
ら
れ
て

お
り
、
古
代
の
ギ
リ
シ
ャ
に
思

い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

超
目
玉
は
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
６

人
の
乙
女
た
ち
の
巨
像
で
あ

る
。
紀
元
前
６
世
紀
、
ク
レ
ー

ン
も
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
も
な
い
時

代
に
こ
れ
だ
け
の
規
模
の
石
の

建
造
物
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
自

体
驚
き
で
あ
る
が
、
も
っ
と
驚

く
の
が
石
に
刻
ま
れ
た
人
々
の

表
情
の
豊
か
さ
で
あ
る
。
乙
女

の
後
ろ
姿
の
結
っ
た
髪
は
ど
う

だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
の
絵

画
は
こ
と
ご
と
く
下
手
く
そ
で

あ
る
が
、
何
故
そ
れ
よ
り
も
昔

に
こ
れ
だ
け
の
芸
術
力
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
他
に
も
、
有

名
な
「Sphynx of Naxos

」、

先
が
尖
っ
た
壺
、
表
情
豊
か
な

女
性
た
ち
、
コ
ミ
カ
ル
で
力
強

い
男
性
た
ち
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ

の
人
々
の
技
術
力
と
芸
術
セ
ン

ス
に
圧
倒
さ
れ
た
。
外
気
温

１
０
４
度
で
登
る
こ
と
の
で
き

な
い
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
で
あ
っ
た

が
、
空
調
の
効
い
た
室
内
か
ら

ガ
ラ
ス
越
し
に
見
事
に
眺
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
ひ
ょ
っ
と
し

た
ら
こ
っ
ち
の
方
が
い
い
の
か

も
（
笑
）。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
付
き
物

の
カ
フ
ェ
、
入
ら
な
い
は
ず
が

な
い
。
早
速
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
が

一
番
よ
く
見
え
る
テ
ー
ブ
ル
に

つ
い
て
ギ
リ
シ
ャ
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
を
注
文
。
美
味
す
ぎ
！
見
る

か
ら
に
ギ
リ
シ
ャ
人
と
わ
か
る

女
性
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
生
で
ピ
ア

ノ
を
奏
で
て
く
れ
た
。
職
業
柄

音
楽
の
ス
タ
イ
ル
に
は
好
み
が

あ
る
の
で
、
聴
く
こ
と
よ
り
も

見
る
こ
と
に
集
中
し
た
（
笑
）。

　

紀
元
前
の
ギ
リ
シ
ャ
は
ポ
リ

ス
国
家
で
あ
っ
た
。
皇
帝
が
全

て
の
国
や
地
域
を
絶
対
的
に
治

め
る
帝
国
と
は
対
照
的
に
、
ポ

リ
ス
国
家
と
は
そ
れ
ぞ
れ
に
分

散
し
た
都
市
国
家
（
ポ
リ
ス
）

が
お
互
い
ギ
リ
シ
ャ
と
し
て
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
持
ち

つ
つ
、
時
に
は
戦
争
を
し
、
時

に
は
講
和
を
し
、
時
に
は
強
調

す
る
と
い
う
国
家
体
制
で
あ

る
。
有
名
な
と
こ
ろ
で
は
厳
し

い
軍
事
教
育
で
今
も
言
葉
に
残

っ
た
ス
パ
ル
タ
、
木
馬
で
有
名

な
ト
ロ
イ
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の

舞
台
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名

な
ク
レ
タ
、
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ

カ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
才
色
兼

備
の
女
王
ナ
ウ
シ
カ
が
治
め
る

ス
ケ
リ
ア
（
ホ
メ
ロ
ス
が
著
し

た
オ
デ
ッ
セ
イ
に
登
場
し
、
彼

に
惹
か
れ
な
が
ら
も
自
国
の
発

展
を
選
ぶ
姫
様
で
あ
る
）、
そ

の
中
で
も
盟
主
で
あ
っ
た
の
が

こ
の
ア
テ
ネ
で
あ
っ
た
。
戦
争

中
も
わ
ざ
わ
ざ
停
戦
を
し
て
ア

テ
ネ
に
集
ま
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
競
技
を
し
た
と
い
う
こ
と
が

ギ
リ
シ
ャ
の
国
の
体
な
の
だ
。

　

今
で
こ
そ
、
５
大
正
教
の
一

つ
で
あ
る
ギ
リ
シ
ャ
正
教
を
信

奉
す
る
キ
リ
ス
ト
教
国
家
で
あ

る
が
、
６
世
紀
の
ロ
ー
マ
の
支

配
以
前
は
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は

な
い
多
神
教
と
、
高
度
に
発
達

し
た
文
明
を
持
つ
独
立
国
で
あ

っ
た
の
だ
。
こ
の
失
わ
れ
た
神

殿
、
石
に
刻
ま
れ
た
情
緒
あ
ふ

れ
る
人
々
、
キ
リ
ス
ト
教
が
も

た
ら
し
た
も
の
は
一
体
何
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
も
う

少
し
研
究
し
て
み
よ
う
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
出
る
と
異

常
な
高
温
が
襲
っ
て
き
た
。
そ

ぞ
ろ
歩
き
を
す
る
場
合
で
は
な

い
。
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
に
登
り
損

ね
た
が
、
こ
の
博
物
館
で
足
る

こ
と
を
知
っ
た
。
短
い
ア
テ
ネ

滞
在
は
こ
れ
で
終
わ
り
。
明
日

か
ら
ミ
コ
ノ
ス
、
サ
ン
ト
リ
ー

ニ
、
ク
レ
タ
の
島
巡
り
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
ギ
リ
シ
ャ
旅
日
記

第
２
話　

灼
熱
の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス

https://shopnyseikatsu.com/
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
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フ
ラ
ン
ス
の
英
雄
ナ
ポ
レ

オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
。
軍
人

を
目
指
し
数
々
の
成
功
を
収

め
、
遂
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
皇

帝
に
ま
で
上
り
詰
め
る
も
、

最
後
は
イ
ギ
リ
ス
領
セ
ン
ト

ヘ
レ
ナ
島
に
幽
閉
さ
れ
る
。

　

ナ
ポ
レ
オ
ン
と
い
え
ば
妻

ジ
ョ
セ
フ
ィ
ー
ヌ
と
の
熱
愛

も
有
名
で
公
私
に
わ
た
る
そ

の
波
乱
万
丈
の
生
涯
は
語
り

尽
く
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

「
グ
ラ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
」
の
リ

ド
リ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
監
督
が

壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
描
き
出

す
２
時
間
半
の
超
大
作
だ
。

　

ナ
ポ
レ
オ
ン
に
は
「
ジ
ョ

ー
カ
ー
」
で
ア
カ
デ
ミ
ー
主

演
男
優
賞
を
受
賞
し
た
ホ
ワ

キ
ン
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
。
ジ

ョ
セ
フ
ィ
ー
ヌ
に
は
「
ミ
ッ

シ
ョ
ン
：
イ
ン
ポ
シ
ブ
ル
」

シ
リ
ー
ズ
で
ホ
ワ
イ
ト
・
ウ

ィ
ド
ウ
を
演
じ
た
バ
ネ
ッ
サ
・

カ
ー
ビ
ー
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
の

心
を
か
き
乱
す
妖
艶
な
女
性

を
熱
演
す
る
。

　

物
語
は
18
世
紀
末
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
時
期
の
マ
リ
ー
・

ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
ギ
ロ
チ

ン
・
シ
ー
ン
で
始
ま
る
。
卒

業
に
4
年
は
か
か
る
パ
リ
の

陸
軍
士
官
学
校
を
わ
ず
か
11

か
月
で
終
え
た
ナ
ポ
レ
オ
ン

は
着
々
と
キ
ャ
リ
ア
を
築
き
、

こ
の
時
期
に
南
仏
ト
ゥ
ー
ロ

ン
で
イ
ギ
リ
ス
・
ス
ペ
イ
ン

軍
隊
に
勝
利
し
国
を
代
表
す

る
若
き
英
雄
と
目
さ
れ
る
。

24
歳
の
時
だ
。
そ
の
後
、
ヴ

ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
の
反
乱
を

鎮
圧
し
、
師
団
将
軍
、
国
内

副
司
令
官
、
国
内
司
令
官
と

駆
け
上
が
っ
て
い
く
。

　

一
方
、
子
爵
の
未
亡
人
ジ

ョ
セ
フ
ィ
ー
ヌ
を
見
初
め
た

ナ
ポ
レ
オ
ン
は
27
歳
で
結
婚
。

6
歳
年
上
の
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ー

ヌ
に
夢
中
だ
っ
た
が
、
ジ
ョ

セ
フ
ィ
ー
ヌ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン

が
遠
征
で
長
期
に
わ
た
り
パ

リ
を
離
れ
る
た
び
に
浮
気
を

繰
り
返
し
た
と
い
わ
れ
る
。

怒
り
狂
っ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
が

一
旦
は
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ー
ヌ
を

離
婚
す
る
と
息
巻
い
た
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
こ
の
頃
か
ら

二
人
の
関
係
は
逆
の
方
向
を

た
ど
り
だ
す
。

　

見
ど
こ
ろ
は
何
と
い
っ
て

も
戦
闘
シ
ー
ン
。
エ
ジ
プ
ト

遠
征
、
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
戦

い
な
ど
8
台
か
ら
11
台
の
カ

メ
ラ
を
同
時
に
回
す
こ
と

で
戦
場
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

個
々
の
瞬
間
が
克
明
に
映
し

出
さ
れ
る
。
ト
ゥ
ー
ロ
ン
の

戦
い
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
乗
っ

た
馬
が
正
面
か
ら
砲
弾
を
受

け
崩
れ
落
ち
る
場
面
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
・
ロ
シ
ア
軍
を
相

手
に
し
た
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ

ツ
の
戦
い
で
敵
軍
を
雪
が
被

っ
た
凍
結
の
湖
上
に
お
び
き

寄
せ
、
大
砲
を
打
ち
込
む
シ

ー
ン
な
ど
い
ず
れ
も
圧
巻
の

演
出
だ
。
Ｒ
。　
　
　
　
（
明
） 

Napoleon

 Photo : Apple Studios

 

動
画
予
告

 

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

英
雄
の
強
さ
と
弱
さ

 ■上映館■
Regal E-Walk 4DX & RPX

247 W. 42nd St.
AMC Empire 25

234 West 42nd St.
AMC Loews 34th Street 14

312 W. 34th St.

ナポレオン（フェニックス）はジョセフィーヌを溺愛する
　

12
月
の
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン

は
、
阿
部
寛
主
演
の
人
生
大
転

換
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
「
異

動
辞
令
は
音
楽
隊
！
」
と
、
大

泉
洋
・
有
村
架
純
・
目
黒
蓮
ら

が
共
演
し
た
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
ラ

ブ
ス
ト
ー
リ
ー
「
月
の
満
ち
欠

け
」
の
２
作
の
映
画
を
放
送
す

る
。
ド
ラ
マ
は
、
宗
教
に
つ
い

て
マ
ジ
メ
に
考
え
る
プ
レ
ミ
ア

ム
ド
ラ
マ
「
仮
想
儀
礼
」、
特

選
！
時
代
劇
「
善
人
長
屋
」
が

ス
タ
ー
ト
す
る
ほ
か
、
草
彅
剛

が
手
話
通
訳
士
と
な
っ
て
事
件

を
追
う
社
会
派
ミ
ス
テ
リ
ー

「
デ
フ
・
ヴ
ォ
イ
ス 

法
廷
の
手

話
通
訳
士
」、年
末
時
代
劇
「
大

岡
越
前
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
を
放
送

す
る
。ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、

暗
号
資
産
の
壮
大
な
マ
ネ
ー
ゲ

ー
ム
の
真
相
に
迫
る
「
堕
ち
た

カ
リ
ス
マ　

ア
メ
リ
カ 

暗
号

資
産
の
ち
ょ
う
児
の
栄
光
と
挫

折
」。
そ
し
て
大
晦
日
に
は
、

午
前
５
時
の
「
ニ
ュ
ー
ス
７
」

か
ら 

7
時
間
半
、
日
本
と
同

時
放
送
。「
紅
白
歌
合
戦
」
は 

2
回
、
日
本
と
同
時
放
送
と
再

放
送
（
午
後
９
時
か
ら
）
す
る
。

　

北
米
で
日
本
の
テ
レ
ビ
番

組
を
24
時
間
放
送
し
て
い
る

唯
一
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
テ
レ

ビ
ジ
ャ
パ
ン
の
番
組
表
な
ど
、

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

tvjapan.net/

を
参
照
す
る
。

紅
白
歌
合
戦

大晦日は紅白歌合戦
アメリカでもライブで
テレビジャパン

　

ボ
ー
カ
リ
ス
ト
、
マ
リ
・

オ
ー
ク
ボ
の
ラ
イ
ブ
「East 

W
est Harmolodic Opera 

Groove

」
が
19
日
（
火
）
午

後
８
時
か
ら
、The Zurcher 

Gallery

（
ブ
リ
ー
カ
ー
通
り

33
番
地
）
で
開
催
さ
れ
る
。

　

オ
ー
ク
ボ
は
東
京
生
ま
れ
、

芸
大
オ
ペ
ラ
科
卒
業
。
在
学
中

よ
り
日
本
人
が
生
ま
れ
な
が
ら

も
っ
て
い
る
感
性
を
生
か
し

た
、
世
界
音
楽
シ
ー
ン
に
通
用

す
る
現
代
の
本
格
的
な
歌
（
ボ

ー
カ
ル
ア
ー
ト
）
を
志
す
。
イ

タ
リ
ア
で
ベ
ル
カ
ン
ト
（
イ
タ

リ
ア
の
伝
統
的
な
歌
唱
法
）
修

行
中
、
ア
メ
リ
カ
人
の
ア
ル
ト

サ
ッ
ク
ス
奏
者
オ
ー
ネ
ッ
ト
・

コ
ー
ル
マ
ン
に
出
会
い
、
そ
の

才
能
を
認
め
ら
れ
、
世
界
の
さ

ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
共
演
し
た
。
当
日
は
Ｎ

Ｙ
の
先
鋭
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を

迎
え
、
オ
ペ
ラ
＋
ジ
ャ
ズ
＋
現

代
音
楽
の
独
自
の
ボ
ー
カ
ル
ス

タ
イ
ル
で
、
ジ
ャ
ズ
の
巨
匠
オ

ー
ネ
ッ
ト
・
コ
ー
ル
マ
ン
が
書

き
下
ろ
し
た
曲
を
歌
う
。                               

　

入
場
料
は
20
ド
ル
（
現

金
の
み
）。
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トhttps://www.

galeriezurcher.com

ボーカリスト
マリ・オークボ
19日にライブ公演

～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

活動/サポート内容

サポート実績

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティング

・公認会計士、ファイナン
シャルプランナー、社労
士などプロフェッショナ
ルの紹介

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
（メルマガ、セミナーな
ど）配信

・個別相談件数100件以上
・日本完全帰国、一時帰国
の支援多数

・専門家に繋ぎ、お金や税
務の支援

・個別健康支援　その他多
数の実績

・オンラインと、N Y、
NJ、ボストン、LAで現
地セミナーを開催

（参加者合計200人以上）

NY支部：FURUSATO PROJECT NY事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY事務局窓口担当／週刊 NY生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT事務局

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
一
般
社
団
法

人NEXT GENERATION

の
平
田
で
す
。

今
年
の
10
月
、
11
月
と
日
本
帰
国
に
関
わ

る
記
事
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
、
今
回
が

３
回
目
の
記
事
で
す
。
第
１
回
目
は
、
ア

メ
リ
カ
在
住
日
本
人
は
な
ぜ
日
本
に
帰
国

し
た
い
と
思
う
の
か
、
代
理
人
や
日
本
人

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
方
の
困
り
ご
と
に

つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
。
第
２
回
目
は
、

日
本
帰
国
に
必
要
な
こ
と
、
実
際
に
日
本

に
帰
国
し
た
時
に
大
変
な
こ
と
を
お
話
し

ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
日
本
帰
国

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い

て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
最

後
ま
で
お
読
み
に
な
っ
て
頂
け
る
と
嬉
し

い
で
す
。

　

私
た
ち
一
般
社
団
法
人NEXT 

GENERATION

は
、
ア
メ
リ
カ
在
住
日

本
人
の
方
の
日
本
へ
の
帰
国
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
活
動
「FURUSATO PROJECT

」
を

２
０
１
６
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
何
名
も
の
日
本
へ
の
帰
国
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
で
は

私
た
ち
が
何
を
ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き

る
の
か
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
第
３
回
】

◆
日
本
帰
国
で
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に
な

る
こ
と

　

ま
ず
は
ど
ん
な
こ
と
で
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
に
な
る
の
か
、
お
話
し
て
い
き
ま

す
。
日
本
に
永
住
帰
国
を
す
る
た
め
に

は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
準
備
、
日
本
側
の

準
備
（
主
に
住
ま
い
探
し
）、
日
本
へ

の
フ
ラ
イ
ト
、
日
本
で
の
行
政
手
続
き
、

日
本
で
生
活
を
送
る
上
で
の
諸
々
の
契

約
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
事
務
局
に

頂
く
最
も
多
い
ご
相
談
は
、
日
本
で
の

住
ま
い
探
し
に
関
す
る
内
容
で
す
。
賃

貸
、
分
譲
、
ま
た
は
介
護
施
設
を
ど
の

よ
う
に
し
て
探
し
、
契
約
す
る
と
良
い

か
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。
日
本
と
ア
メ

リ
カ
と
物
理
的
な
距
離
が
離
れ
て
い
る

と
尚
更
、
自
分
自
身
で
探
す
こ
と
が
難

し
い
で
す
よ
ね
。
日
本
へ
一
時
帰
国
を

し
て
、
物
件
や
施
設
を
見
学
で
き
る
方

は
良
い
の
で
す
が
、
健
康
上
の
理
由
な

ど
に
よ
っ
て
一
時
帰
国
が
難
し
い
方

は
、
自
力
で
探
そ
う
と
す
る
と
大
変
で

す
。
次
に
多
い
の
は
年
金
や
４
０
１
Ｋ

な
ど
を
含
め
た
税
務
関
係
の
ご
相
談
で

す
。
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
４
０
１
Ｋ
を

引
き
出
す
と
良
い
の
か
、
ま
た
日
本
帰

国
時
の
税
務
申
告
を
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
良
い
か
な
ど
帰
国
前
に
正
確
な
情
報

を
得
て
、
必
要
な
対
策
を
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
実
際

に
日
本
に
帰
国
す
る
と
な
る
と
様
々
な

こ
と
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
、
ご
自

身
で
難
し
け
れ
ば
、
各
専
門
家
に
手
伝

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
日
本
帰
国
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
お
手
伝

い
で
き
る
内
容

　

で
は
、
私
た
ち
事
務
局
が
ど
の
よ
う

な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
か
を
ご
説
明
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
を
考

え
て
い
る
方
の
背
景
や
状
況
は
様
々
で

す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
お
客
様
の
状
況

に
応
じ
て
、
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。
大
き
く
は
以
下
の

３
つ
で
す
。
①
日
本
本
帰
国
サ
ポ
ー
ト
、

②
日
本
一
時
帰
国
サ
ポ
ー
ト
、
③
各
種

専
門
家
に
よ
る
帰
国
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
サ
ポ
ー
ト
、
を
行
っ
て
い
ま
す
。
①

日
本
本
帰
国
サ
ポ
ー
ト
の
中
に
、
不
動

産
会
社
紹
介
、
介
護
施
設
紹
介
、
米
国

公
認
会
計
士
に
よ
る
税
務
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
、
行
政
書
士
に
よ
る
在
留
資
格

取
得
サ
ポ
ー
ト
、
帰
国
時
の
看
護
師
帯

同
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
ご
提
供
し
て
い
ま

す
。
②
日
本
一
時
帰
国
サ
ポ
ー
ト
は
、

主
に
日
本
へ
一
時
帰
国
し
た
際
に
日
本

で
の
住
ま
い
（
賃
貸
・
分
譲
・
介
護
施
設
）

が
見
つ
か
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
③
各
種
専
門
家
は
、
米
国
公
認

会
計
士
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
行
政
書
士
な
ど
帰
国
に
必
要

な
専
門
家
を
お
繋
ぎ
し
て
、
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
度
ご
相
談
を
頂
け

れ
ば
、
日
本
へ
の
帰
国
準
備
で
必
要
な

こ
と
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
解
決
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
が
、
私
た
ち
の
一
番
の

強
み
で
す
。
１
年
以
内
、
ま
た
は
数
年

後
に
日
本
へ
の
帰
国
を
お
考
え
の
方
は

是
非
、
一
度
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ちFURUSATO PROJECT

事

務
局
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
数
多
く

の
提
携
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
、
皆
さ

ん
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ア
メ
リ
カ
で
余
生
を
過
ご
す
方

の
相
談
、
日
本
で
余
生
を
過
ご
す
方
の

相
談
と
支
援
が
可
能
で
す
の
で
、
お
困

り
の
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

FURUSATO PROJECT

事
務
局
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
で

個
別
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
帰

国
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
個
別
相
談
の
相
談

は
、FURUSATO PROJECT

事
務
局

Ｎ
Ｙ
相
談
セ
ン
タ
ー
窓
口
の
久
松　

茂

（hisamatsu@nyseikatsu.com

）

ま

で
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

・日本帰国に有益な情報を月一回メルマガで配信

・セミナーの優先案内

・お悩み事についての相談

・無料会員特典は全て享受

・有料会員限定のより詳しい有益情報をメルマガで配信

・LINEグループで他の有料会員と繋がれる
・セミナーの優先案内と優先申込受付

・少人数セミナーの参加費無料（通常2000円）
・帰国支援サービスを特別価格で提供

・会費：月1650円（税込）

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://tvjapan.net/
https://tvjapan.net/
https://tvjapan.net/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://www.galeriezurcher.com
https://www.youtube.com/watch?v=LIsfMO5Jd_w&ab_channel=SonyPicturesEntertainment
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https://benjaminsteakhouse.com/
https://theseafiregrill.com/



